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実直な職人気質が今なお息づく会津の城下町
（福島県会津若松市）

にっぽん探訪

■水道配水用ポリエチレンパイプφ250
　（北海道紋別市）
■ポリエチレンパイプ（奈良県興福寺）  

施工現場レポート

特集１
クボタシーアイの
水道配水用ポリエチレンパイプが
断層のズレに対応！
特集2
高密度ポリエチレン樹脂の特性を活かして
様々な圧力管路への用途を拡大する
ポリエチレンパイプ

出  荷

175
2016 新春号

パル

オールポリエチレンで耐食性、耐震性に優れた管路を構築！オールポリエチレンで耐食性、耐震性に優れた管路を構築！

印が加工部分

HPPE プレファブ配管システム

施工現場工場加工

● 管材の切断
● EF接合
● バット融着など

決められた管路組立を工場で行うことにより、現場での負担を軽減するとともに、安定した品質、工期短縮を実現します。

工場加工の
メリット

工場加工の
メリット

▶安定した品質
▶配管工数低減
▶工期短縮
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新年のご挨拶
特集１　クボタシーアイの水道配水用ポリエチレンパイプが断層の
　　　  ズレに対応！
施工現場レポート　水道配水用ポリエチレンパイプφ250
　　　　　　　　  （北海道・紋別市）
特集2　高密度ポリエチレン樹脂の特性を活かして様々な圧力管路へ
　　　  用途を拡大するポリエチレンパイプ
新製品紹介　水道配水用ポリエチレンパイプ呼び径250・300シリーズ
　　　　　　圧力用高密度ポリエチレンパイプ
施工現場レポート　ポリエチレンパイプ（奈良市興福寺）

新製品紹介　災害用トイレ配管システムの各種オプション
　　　　　　貯水機能付防災ヘッダー「貯めてるゾー」床下設置用
KCニュース　「INCHEM TOKYO 2015プラントショー」等、展示会
　　　　　　 出展のご報告
にっぽん探訪（福島県・会津若松市）
ミズエおばあちゃんの知恵袋　「いざというとき、日本手ぬぐいが活躍」の巻
新製品のご案内
パルちゃんのLet' Try Cooking「白菜とエビの冬グラタン」
お便りのコーナー／イラストありがとう
読者プレゼント付きクイズ／クボタシーアイからのお願い／編集後記 

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
が

断
層
の
ズ
レ
に
対
応
！

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
が

断
層
の
ズ
レ
に
対
応
！

最
大
震
度
５
強
の
長
野
県
神
城
断
層
地
震

　
平
成
26
年
11
月
22
日
、午
前
10
時
ご
ろ
に

長
野
県
北
部
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
6
・
7
の
地
震
が
発
生
し
た
。こ
の
地
震
で

長
野
県
白
馬
村
で
は
最
大
震
度
５
強
を
記
録

し
、村
内
を
縦
断
す
る
神
城
断
層
で
最
大
１

m
の
隆
起
と
数
10
㎝
の
横
ず
れ
が
生
じ
た
。長

野
県
で
は
、地
震
調
査
委
員
会
の
評
価
に
お
い

て
、今
回
の
地
震
が「
神
城
断
層
の
一
部
の
活

動
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
」と
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、地
震
の
呼
称
を「
長
野
県
神
城
断
層
地

震
」と
統
一
し
た
。

　
白
馬
村
の
被
害
は
、主
に
神
城
断
層
の
近
辺

と
隆
起
し
た
東
側
の
堀
之
内
地
区
で
多
く
発

生
し
た
。村
内
の
地
震
被
害
は
、重
傷
者
４
名
、

全
壊
37
戸
、半
壊
22
戸
の
ほ
か
、水
道
管
路
の

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
、水
道
ビ
ジ
ョ
ン
や
水
道
事
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
耐
震
管
に
認
定
さ
れ
、ク
ボ
タ

シ
ー
ア
イ
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
も
全
国
の
水
道
管
耐
震
化
計
画
で
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
耐
震
管
と
し
て
重
要
な
特
性
が
、地
震
発
生
時
、可
と
う
性
を
活
か
し
地
盤
の
変
状
に
柔
軟
に
追
従
す
る

こ
と
で
あ
る
。一
昨
年
、震
度
５
強
の
地
震
が
発
生
し
た
長
野
県
白
馬
村
の
断
層
横
断
箇
所
で
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
挙
動
が
初
め
て
確
認
さ
れ
、高
い
耐
震
性
能
を
実
証
し
た
。

特集 1特集 1

被
害
は
23
箇
所
で
、最
大
で
約
2
0
0
戸
が

断
水
し
た
。

約
80
㎝
隆
起
、30
㎝
の
横
ず
れ
に
追
従

　
白
馬
村
塩
島
地
区
に
埋
設
さ
れ
た
下
水
道
用

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
が
被
害
を
受
け
、復
旧

工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
れ
に
先
立
っ

て
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
シ
ス
テ
ム
協
会
は
、

平
成
27
年
５
月
８
〜
９
日
の
両
日
、下
水
道
管
路

の
直
上
に
埋
設
さ
れ
た
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
水
道

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ（
φ
75
、平
成
10
年

度
に
埋
設
）の
調
査
を
行
っ
た
。

　
地
震
に
よ
り
、地
表
面
が
約
80
㎝
隆
起
し
、約

30
㎝
の
横
ず
れ
に
対
し
て
、水
道
配
水
用
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
、約
3
m
の
間
に
ひ
ず
み
が
発
生

し
、垂
直
方
向
に
約
70
㎝
変
位
し
て
地
盤
変
状
に

追
従
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

発
生
歪
み
は
６
％
以
内
と
推
定

　 

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
シ
ス
テ
ム
協
会

は
、過
去
に
約
50
㎝
の
段
差
沈
下
実
験
を
行
い
最

大
約
３
％
の
歪
み
を
確
認
し
て
お
り
、今
回
の
地

震
で
は
そ
れ
以
上
の
歪
み
が
発
生
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。地
震
動
に
対
す
る
耐
震
計
算
に
お
け
る
許

容
歪
み
は
、日
本
水
道
協
会
の「
水
道
配
水
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
管
・
継
手
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
繰
り
返
し
伸
縮
実
験
の
結
果

な
ど
か
ら
３
％
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、地
盤
変

状
に
対
す
る
許
容
歪
み
は
、同
報
告
書
の
引
張
試

験
や
圧
縮
試
験
な
ど
の
結
果
か
ら
６
％
に
設
定

し
て
い
る
。今
回
の
地
震
で
発
生
し
た
歪
み
は
、

そ
の
許
容
歪
み
の
６
％
以
内
と
推
定
さ
れ
る
。

掘
上
げ
た
パ
イ
プ
は

各
種
の
性
能
試
験
を
ク
リ
ア

　 

掘
上
げ
た
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
は
、回
収
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
性
能
試
験
を
行
っ
た
。S
字

部
変
形
量
は
掘
上
げ
時

1
7
5
㎜
で
あ
っ
た
が
、15
日
後

に
は
35
㎜
ま
で
減
少
し
た
。圧

縮
方
向
の
応
力
が
解
放
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
が
、材
料
の
弾
性

が
十
分
保
持
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。ま
た
、掘
上
げ
直
後

の
外
径
寸
法
の
測
定
結
果
か

ら
通
水
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
断
面
変
形
は

生
じ
て
い
な
い
こ
と
も
確
認
し
た
。

　
さ
ら
に
、管
路
の
強
度
の
変
化
を
確
認
す
る
た

め
、耐
圧
性
、破
壊
水
圧
強
さ
、引
張
り
降
伏
強

さ
、引
張
り
破
断
伸
び
、熱
間
内
圧
ク
リ
ー
プ
性

の
各
試
験
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、い
ず
れ
の
性
能

試
験
も
規
格
を
ク
リ
ア
し
て
お
り
、布
設
後
17
年

が
経
過
し
、大
き
な
断
層
変
位
を
受
け
て
も
、そ

の
高
い
管
材
性
能
を
維
持
す
る
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
実
力
を
改

め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

白馬駅

飯森駅

神城駅

白馬村役場● JR
大
糸
線

×
の
断
層
が

発
見
さ
れ
た
塩
島
地
区

家屋の被害が
大きかった
堀之内地区

神
城
断
層

国
道
406
号

白馬八方尾根スキー場

白馬五竜
スキー場

国
道
14
8 号

80
cm

日本地震工学会　2014年長野県北部の地震に関する調査団報告より
（2015年5月  2014年長野県北部の地震に関する調査団）
※全て一般継手の被害であり、耐震継手のダクタイル管には被害なし。

白馬村での管種別被害状況
管　　種 布設延長(m) 被害件数(件) 被害率(件/km)

鋳鉄管
ダクタイル鋳鉄管
塩ビ管
鋼管
ポリエチレン管
石綿管

CIP
DCIP
VP
SP
PE・PP
ACP

195
54,302
95,721
15,087
36,182

48

0
7※

7
8
1
0

0
0.129
0.073
0.530
0.028
0

垂直方向の測定約70cmの変位を確認  （写真提供：配水用ポリエチレンパイプシステム協会）

塩島地区ので計測された約80cmの隆起

70cm

断
層
横
断
箇
所
で
管
路
の
挙
動
を
確
認

　
P
A
L
読
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、輝
か
し
い
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
弊
社
は
昨
年
4
月
に
設
立
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
皆
様
の
ご
指
導
や
お
力
添
え
の
賜
物
で
あ
り
、心
よ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
弊
社
で
は
、水
道
管
と
し
て
ご
好
評
を

頂
い
て
お
り
ま
す
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
用
途
を
拡
大
す
べ
く
、

プ
ラ
ン
ト
施
設
な
ど
で
ご
採
用
い
た
だ
け
る
新
た
な
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

を
販
売
開
始
い
た
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、施
工
現
場
か
ら
ご
要
望

の
多
い
建
築
設
備
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
省
人
・
省
力
化
工
法
の

開
発
等
の
取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、設
立
10
周
年
記
念
水
工
店
様
向
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

企
画
し
、販
売
促
進
の
新
し
い
試
み
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
、補
正
予
算

が
3.5
兆
円
計
上
さ
れ
る
な
ど
、政
府
の
景
気
刺
激
策
も
本
格
化

す
る
一
方
で
、新
興
国
の
景
気
減
速
懸
念
に
加
え
て
、T
P
P
の

発
効
、消
費
税
増
税
が
控
え
て
お
り
、経
済
情
勢
は
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
第
二
ス
テ
ー
ジ
と
し
て「
希
望
を
生
み
出
す
強
い

経
済
」「
夢
を
つ
む
ぐ
子
育
て
支
援
」、「
安
心
に
つ
な
が
る
社
会

保
障
」が
新
・
三
本
の
矢
と
し
て
放
た
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
が
政
策

と
し
て
具
体
化
さ
れ
、日
本
経
済
に
力
強
い
推
進
力
が
生
ま
れ
る

こ
と
を
願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
弊
社
と
致
し
ま
し
て
は
、い
か
な
る
環
境
に
お
き
ま
し
て
も
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
豊
か
な
住
環
境
づ
く
り
に
お
役
に
立
て
る

「
配
管
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パニ
ー
」を
目
標
に
、こ
れ
か
ら
も
お
客
様

目
線
に
立
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
参
り
ま
す
。皆
様
方
に
は

従
来
同
様
の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
末
筆
な
が
ら
、皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、甚
だ
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、年
頭
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
副
社
長

取
締
役
専
務
執
行
役
員

取
締
役
常
務
執
行
役
員

取
締
役
執
行
役
員

取
締
役
執
行
役
員

田
畑 

勝
治 

福
永
　
忍

髙
木
　
章

土
　
和
広

山
﨑
　
薫

有
森 

高
志

執
行
役
員

執
行
役
員

執
行
役
員

監
査
役

監
査
役

監
査
役

汲
田 

康
昭

小
西 

雅
弘

石
川
　
浩

船
越 

秀
雄

坂 

本

悟

髙
鳥 

達
志

役
員
一
覧（
2
0
1
6
年
1
月
1
日
現
在
）

クボタシーアイ株式会社
代表取締役社長
 たばた        　 まさはる 

田 畑  勝 治

謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を

　 申
し
上
げ
ま
す
。 

謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を

　 申
し
上
げ
ま
す
。 
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新年のご挨拶
特集１　クボタシーアイの水道配水用ポリエチレンパイプが断層の
　　　  ズレに対応！
施工現場レポート　水道配水用ポリエチレンパイプφ250
　　　　　　　　  （北海道・紋別市）
特集2　高密度ポリエチレン樹脂の特性を活かして様々な圧力管路へ
　　　  用途を拡大するポリエチレンパイプ
新製品紹介　水道配水用ポリエチレンパイプ呼び径250・300シリーズ
　　　　　　圧力用高密度ポリエチレンパイプ
施工現場レポート　ポリエチレンパイプ（奈良市興福寺）

新製品紹介　災害用トイレ配管システムの各種オプション
　　　　　　貯水機能付防災ヘッダー「貯めてるゾー」床下設置用
KCニュース　「INCHEM TOKYO 2015プラントショー」等、展示会
　　　　　　 出展のご報告
にっぽん探訪（福島県・会津若松市）
ミズエおばあちゃんの知恵袋　「いざというとき、日本手ぬぐいが活躍」の巻
新製品のご案内
パルちゃんのLet' Try Cooking「白菜とエビの冬グラタン」
お便りのコーナー／イラストありがとう
読者プレゼント付きクイズ／クボタシーアイからのお願い／編集後記 

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
が

断
層
の
ズ
レ
に
対
応
！

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
が

断
層
の
ズ
レ
に
対
応
！

最
大
震
度
５
強
の
長
野
県
神
城
断
層
地
震

　
平
成
26
年
11
月
22
日
、午
前
10
時
ご
ろ
に

長
野
県
北
部
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
6
・
7
の
地
震
が
発
生
し
た
。こ
の
地
震
で

長
野
県
白
馬
村
で
は
最
大
震
度
５
強
を
記
録

し
、村
内
を
縦
断
す
る
神
城
断
層
で
最
大
１

m
の
隆
起
と
数
10
㎝
の
横
ず
れ
が
生
じ
た
。長

野
県
で
は
、地
震
調
査
委
員
会
の
評
価
に
お
い

て
、今
回
の
地
震
が「
神
城
断
層
の
一
部
の
活

動
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
」と
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、地
震
の
呼
称
を「
長
野
県
神
城
断
層
地

震
」と
統
一
し
た
。

　
白
馬
村
の
被
害
は
、主
に
神
城
断
層
の
近
辺

と
隆
起
し
た
東
側
の
堀
之
内
地
区
で
多
く
発

生
し
た
。村
内
の
地
震
被
害
は
、重
傷
者
４
名
、

全
壊
37
戸
、半
壊
22
戸
の
ほ
か
、水
道
管
路
の

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
、水
道
ビ
ジ
ョ
ン
や
水
道
事
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
耐
震
管
に
認
定
さ
れ
、ク
ボ
タ

シ
ー
ア
イ
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
も
全
国
の
水
道
管
耐
震
化
計
画
で
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
耐
震
管
と
し
て
重
要
な
特
性
が
、地
震
発
生
時
、可
と
う
性
を
活
か
し
地
盤
の
変
状
に
柔
軟
に
追
従
す
る

こ
と
で
あ
る
。一
昨
年
、震
度
５
強
の
地
震
が
発
生
し
た
長
野
県
白
馬
村
の
断
層
横
断
箇
所
で
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
挙
動
が
初
め
て
確
認
さ
れ
、高
い
耐
震
性
能
を
実
証
し
た
。

特集 1特集 1

被
害
は
23
箇
所
で
、最
大
で
約
2
0
0
戸
が

断
水
し
た
。

約
80
㎝
隆
起
、30
㎝
の
横
ず
れ
に
追
従

　
白
馬
村
塩
島
地
区
に
埋
設
さ
れ
た
下
水
道
用

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
が
被
害
を
受
け
、復
旧

工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
れ
に
先
立
っ

て
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
シ
ス
テ
ム
協
会
は
、

平
成
27
年
５
月
８
〜
９
日
の
両
日
、下
水
道
管
路

の
直
上
に
埋
設
さ
れ
た
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
水
道

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ（
φ
75
、平
成
10
年

度
に
埋
設
）の
調
査
を
行
っ
た
。

　
地
震
に
よ
り
、地
表
面
が
約
80
㎝
隆
起
し
、約

30
㎝
の
横
ず
れ
に
対
し
て
、水
道
配
水
用
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
、約
3
m
の
間
に
ひ
ず
み
が
発
生

し
、垂
直
方
向
に
約
70
㎝
変
位
し
て
地
盤
変
状
に

追
従
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

発
生
歪
み
は
６
％
以
内
と
推
定

　 

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
シ
ス
テ
ム
協
会

は
、過
去
に
約
50
㎝
の
段
差
沈
下
実
験
を
行
い
最

大
約
３
％
の
歪
み
を
確
認
し
て
お
り
、今
回
の
地

震
で
は
そ
れ
以
上
の
歪
み
が
発
生
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。地
震
動
に
対
す
る
耐
震
計
算
に
お
け
る
許

容
歪
み
は
、日
本
水
道
協
会
の「
水
道
配
水
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
管
・
継
手
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
繰
り
返
し
伸
縮
実
験
の
結
果

な
ど
か
ら
３
％
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、地
盤
変

状
に
対
す
る
許
容
歪
み
は
、同
報
告
書
の
引
張
試

験
や
圧
縮
試
験
な
ど
の
結
果
か
ら
６
％
に
設
定

し
て
い
る
。今
回
の
地
震
で
発
生
し
た
歪
み
は
、

そ
の
許
容
歪
み
の
６
％
以
内
と
推
定
さ
れ
る
。

掘
上
げ
た
パ
イ
プ
は

各
種
の
性
能
試
験
を
ク
リ
ア

　 

掘
上
げ
た
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
は
、回
収
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
性
能
試
験
を
行
っ
た
。S
字

部
変
形
量
は
掘
上
げ
時

1
7
5
㎜
で
あ
っ
た
が
、15
日
後

に
は
35
㎜
ま
で
減
少
し
た
。圧

縮
方
向
の
応
力
が
解
放
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
が
、材
料
の
弾
性

が
十
分
保
持
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。ま
た
、掘
上
げ
直
後

の
外
径
寸
法
の
測
定
結
果
か

ら
通
水
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
断
面
変
形
は

生
じ
て
い
な
い
こ
と
も
確
認
し
た
。

　
さ
ら
に
、管
路
の
強
度
の
変
化
を
確
認
す
る
た

め
、耐
圧
性
、破
壊
水
圧
強
さ
、引
張
り
降
伏
強

さ
、引
張
り
破
断
伸
び
、熱
間
内
圧
ク
リ
ー
プ
性

の
各
試
験
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、い
ず
れ
の
性
能

試
験
も
規
格
を
ク
リ
ア
し
て
お
り
、布
設
後
17
年

が
経
過
し
、大
き
な
断
層
変
位
を
受
け
て
も
、そ

の
高
い
管
材
性
能
を
維
持
す
る
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
実
力
を
改

め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

白馬駅

飯森駅

神城駅

白馬村役場● JR
大
糸
線

×
の
断
層
が

発
見
さ
れ
た
塩
島
地
区

家屋の被害が
大きかった
堀之内地区

神
城
断
層

国
道
406
号

白馬八方尾根スキー場

白馬五竜
スキー場

国
道
14
8 号

80
cm

日本地震工学会　2014年長野県北部の地震に関する調査団報告より
（2015年5月  2014年長野県北部の地震に関する調査団）
※全て一般継手の被害であり、耐震継手のダクタイル管には被害なし。

白馬村での管種別被害状況
管　　種 布設延長(m) 被害件数(件) 被害率(件/km)

鋳鉄管
ダクタイル鋳鉄管
塩ビ管
鋼管
ポリエチレン管
石綿管

CIP
DCIP
VP
SP
PE・PP
ACP

195
54,302
95,721
15,087
36,182

48

0
7※

7
8
1
0

0
0.129
0.073
0.530
0.028
0

垂直方向の測定約70cmの変位を確認  （写真提供：配水用ポリエチレンパイプシステム協会）

塩島地区ので計測された約80cmの隆起

70cm

断
層
横
断
箇
所
で
管
路
の
挙
動
を
確
認

　
P
A
L
読
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、輝
か
し
い
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
弊
社
は
昨
年
4
月
に
設
立
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
皆
様
の
ご
指
導
や
お
力
添
え
の
賜
物
で
あ
り
、心
よ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
弊
社
で
は
、水
道
管
と
し
て
ご
好
評
を

頂
い
て
お
り
ま
す
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
用
途
を
拡
大
す
べ
く
、

プ
ラ
ン
ト
施
設
な
ど
で
ご
採
用
い
た
だ
け
る
新
た
な
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

を
販
売
開
始
い
た
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、施
工
現
場
か
ら
ご
要
望

の
多
い
建
築
設
備
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
省
人
・
省
力
化
工
法
の

開
発
等
の
取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、設
立
10
周
年
記
念
水
工
店
様
向
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

企
画
し
、販
売
促
進
の
新
し
い
試
み
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
、補
正
予
算

が
3.5
兆
円
計
上
さ
れ
る
な
ど
、政
府
の
景
気
刺
激
策
も
本
格
化

す
る
一
方
で
、新
興
国
の
景
気
減
速
懸
念
に
加
え
て
、T
P
P
の

発
効
、消
費
税
増
税
が
控
え
て
お
り
、経
済
情
勢
は
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
第
二
ス
テ
ー
ジ
と
し
て「
希
望
を
生
み
出
す
強
い

経
済
」「
夢
を
つ
む
ぐ
子
育
て
支
援
」、「
安
心
に
つ
な
が
る
社
会

保
障
」が
新
・
三
本
の
矢
と
し
て
放
た
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
が
政
策

と
し
て
具
体
化
さ
れ
、日
本
経
済
に
力
強
い
推
進
力
が
生
ま
れ
る

こ
と
を
願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
弊
社
と
致
し
ま
し
て
は
、い
か
な
る
環
境
に
お
き
ま
し
て
も
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
豊
か
な
住
環
境
づ
く
り
に
お
役
に
立
て
る

「
配
管
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パニ
ー
」を
目
標
に
、こ
れ
か
ら
も
お
客
様

目
線
に
立
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
参
り
ま
す
。皆
様
方
に
は

従
来
同
様
の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
末
筆
な
が
ら
、皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、甚
だ
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、年
頭
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
副
社
長

取
締
役
専
務
執
行
役
員

取
締
役
常
務
執
行
役
員

取
締
役
執
行
役
員

取
締
役
執
行
役
員

田
畑 

勝
治 

福
永
　
忍

髙
木
　
章

土
　
和
広

山
﨑
　
薫

有
森 

高
志

執
行
役
員

執
行
役
員

執
行
役
員

監
査
役

監
査
役

監
査
役

汲
田 

康
昭

小
西 

雅
弘

石
川
　
浩

船
越 

秀
雄

坂 

本

悟

髙
鳥 

達
志

役
員
一
覧（
2
0
1
6
年
1
月
1
日
現
在
）

クボタシーアイ株式会社
代表取締役社長
 たばた        　 まさはる 

田 畑  勝 治

謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を

　 申
し
上
げ
ま
す
。 

謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を

　 申
し
上
げ
ま
す
。 
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最
大
震
度
５
強
の
長
野
県
神
城
断
層
地
震

　
平
成
26
年
11
月
22
日
、午
前
10
時
ご
ろ
に

長
野
県
北
部
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
6
・
7
の
地
震
が
発
生
し
た
。こ
の
地
震
で

長
野
県
白
馬
村
で
は
最
大
震
度
５
強
を
記
録

し
、村
内
を
縦
断
す
る
神
城
断
層
で
最
大
１

m
の
隆
起
と
数
10
㎝
の
横
ず
れ
が
生
じ
た
。長

野
県
で
は
、地
震
調
査
委
員
会
の
評
価
に
お
い

て
、今
回
の
地
震
が「
神
城
断
層
の
一
部
の
活

動
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
」と
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、地
震
の
呼
称
を「
長
野
県
神
城
断
層
地

震
」と
統
一
し
た
。

　
白
馬
村
の
被
害
は
、主
に
神
城
断
層
の
近
辺

と
隆
起
し
た
東
側
の
堀
之
内
地
区
で
多
く
発

生
し
た
。村
内
の
地
震
被
害
は
、重
傷
者
４
名
、

全
壊
37
戸
、半
壊
22
戸
の
ほ
か
、水
道
管
路
の

被
害
は
23
箇
所
で
、最
大
で
約
2
0
0
戸
が

断
水
し
た
。

約
80
㎝
隆
起
、30
㎝
の
横
ず
れ
に
追
従

　
白
馬
村
塩
島
地
区
に
埋
設
さ
れ
た
下
水
道
用

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
が
被
害
を
受
け
、復
旧

工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
れ
に
先
立
っ

て
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
シ
ス
テ
ム
協
会
は
、

平
成
27
年
５
月
８
〜
９
日
の
両
日
、下
水
道
管
路

の
直
上
に
埋
設
さ
れ
た
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
水
道

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ（
φ
75
、平
成
10
年

度
に
埋
設
）の
調
査
を
行
っ
た
。

　
地
震
に
よ
り
、地
表
面
が
約
80
㎝
隆
起
し
、約

30
㎝
の
横
ず
れ
に
対
し
て
、水
道
配
水
用
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
、約
3
m
の
間
に
ひ
ず
み
が
発
生

し
、垂
直
方
向
に
約
70
㎝
変
位
し
て
地
盤
変
状
に

追
従
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

発
生
歪
み
は
６
％
以
内
と
推
定

　 

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
シ
ス
テ
ム
協
会

は
、過
去
に
約
50
㎝
の
段
差
沈
下
実
験
を
行
い
最

大
約
３
％
の
歪
み
を
確
認
し
て
お
り
、今
回
の
地

震
で
は
そ
れ
以
上
の
歪
み
が
発
生
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。地
震
動
に
対
す
る
耐
震
計
算
に
お
け
る
許

容
歪
み
は
、日
本
水
道
協
会
の「
水
道
配
水
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
管
・
継
手
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
繰
り
返
し
伸
縮
実
験
の
結
果

な
ど
か
ら
３
％
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、地
盤
変

状
に
対
す
る
許
容
歪
み
は
、同
報
告
書
の
引
張
試

験
や
圧
縮
試
験
な
ど
の
結
果
か
ら
６
％
に
設
定

し
て
い
る
。今
回
の
地
震
で
発
生
し
た
歪
み
は
、

そ
の
許
容
歪
み
の
６
％
以
内
と
推
定
さ
れ
る
。

クボタシーアイの水道配水用ポリエチレンパイプが断層のズレに対応！

掘
上
げ
た
パ
イ
プ
は

各
種
の
性
能
試
験
を
ク
リ
ア

　 

掘
上
げ
た
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
は
、回
収
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
性
能
試
験
を
行
っ
た
。S
字

部
変
形
量
は
掘
上
げ
時

1
7
5
㎜
で
あ
っ
た
が
、15
日
後

に
は
35
㎜
ま
で
減
少
し
た
。圧

縮
方
向
の
応
力
が
解
放
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
が
、材
料
の
弾
性

が
十
分
保
持
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。ま
た
、掘
上
げ
直
後

の
外
径
寸
法
の
測
定
結
果
か

ら
通
水
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
断
面
変
形
は

生
じ
て
い
な
い
こ
と
も
確
認
し
た
。

　
さ
ら
に
、管
路
の
強
度
の
変
化
を
確
認
す
る
た

め
、耐
圧
性
、破
壊
水
圧
強
さ
、引
張
り
降
伏
強

さ
、引
張
り
破
断
伸
び
、熱
間
内
圧
ク
リ
ー
プ
性

の
各
試
験
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、い
ず
れ
の
性
能

試
験
も
規
格
を
ク
リ
ア
し
て
お
り
、布
設
後
17
年

が
経
過
し
、大
き
な
断
層
変
位
を
受
け
て
も
、そ

の
高
い
管
材
性
能
を
維
持
す
る
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
実
力
を
改

め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ー
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を
お
使
い
に
な
っ
た

の
は
い
つ
か
ら
で
す
か
？

　
平
成
９
年
に
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
で
試
験
施
工
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。全
国
的

に
も
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
が
普
及
す
る
前
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。そ
れ
以
降
、φ
75
や
1
0
0
を
メ
イ
ン
に

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を
採
用
し
て
き
ま
し
た
。

ー
ご
採
用
に
な
ら
れ
た
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

　
そ
の
当
時
は
耐
震
性
を
あ
ま
り
重
要
視
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。耐
震
性
よ
り
は
、施
工
性
の
良
さ

で
す
ね
。白
馬
村
は
中
山
間
地
で
す
か
ら
、傾
斜

地
や
狭
い
道
路
も
多
い
の
で
す
。金
属
管
な
ら
重

機
が
必
要
で
す
が
、小
口
径
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ

プ
は
人
力
で
作
業
で
き
ま
す
。ま
た
、村
内
は
カ
ー

ブ
の
道
路
も
多
く
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を
使
え

ば
あ
る
程
度
の
曲
が
り
な
ら
、生
曲
げ
が
で
き
、継

手
を
減
ら
せ
る
の
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
し
た
。

ー
今
回
、断
層
部
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を

確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、ご
感
想
は
？

　
掘
上
げ
る
前
、通
水
は
確
認
し
て
い
ま
し
た
が
、

パ
イ
プ
は
大
き
く
変
形
し
て
い
る
と
予
測
し
て
い

ま
し
た
。し
か
し
、パ
イ
プ
を
掘
り
返
し
て
み
る
と

何
と
も
な
っ
て
い
な
く
て
拍
子
抜
け
し
ま
し
た
。パ

イ
プ
は
緩
や
か
な
S
字
に
曲
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、

局
部
的
な
変
形
が
な
く
、管
路
全
体
で
地
震
の

力
を
吸
収
し
た
な
と
い
う
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

ー
大
出
地
区
で
一
部
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
が

破
損
し
た
よ
う
で
す
が

　
長
さ
約
60
㎝
と
い
う
短
い
部
分
で
金
属
管
に
挟

む
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
い
た
の
で
、ポ
リ
エ
チ
レ

ン
パ
イ
プ
に
力
が
集
中
し
破
損
し
ま
し
た
。本
来

の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
に
よ
る
管
路
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
耐
震
性
の
参
考
に
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

ー
今
回
の
検
証
で
今
後
の
管
路
整
備
に
変
化
は

あ
り
ま
す
か
？

　
白
馬
村
で
は
こ
れ
ま
で
大
き
な
地
震
は
な
く
、

ど
ち
ら
と
い
え
ば
治
水
な
ど
に
防
災
の
意
識
は
高

か
っ
た
の
で
す
が
、今
回
の
地
震
を
受
け
て
、管
路

の
耐
震
化
も
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
結
果
で
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
明

ら
か
な
耐
震
性
が
示
さ
れ
た
わ
け
で
す
か
ら
、今

後
の
更
新
工
事
な
ど
で
ポ
リ
エ
チ
ン
パ
イ
プ
の
採

用
の
可
能
性
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
震
度
５
強
の
強
い
地
震
に
襲
わ
れ
た
白
馬

村
で
あ
る
が
、鉄
道
や
幹
線
道
路
に
は
ほ
と
ん

ど
被
害
が
な
く
、ス
キ
ー
場
な
ど
の
観
光
施
設

は
震
災
直
後
か
ら
通
常
営
業
が
行
わ
れ
た
。

　
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
印
象
が
強
い
白
馬

村
で
あ
る
が
、夏
に
も
多
く
の
観
光
客
を
集
め

て
い
る
。雪
渓
が
残
る
白
馬
大
雪
渓
へ
の
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
や
そ
の
上
の
白
馬
岳
へ
と
続
く
登
山
は

人
気
の
コ
ー
ス
。そ
の
他
、熱
気
球
や
パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
ー
や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
多
く
の
ア
ウ
ト

ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
あ
る
。ス
ポ
ー
ツ
で
疲

れ
た
体
を
癒
す
の
で
あ
れ
ば
、白
馬
八
方
尾
根

の
日
帰
り
温
泉
も
お
勧
め
。

　
そ
し
て
、白
馬
村
に
来
た
ら
ぜ
ひ
足
を
運
び

た
い
の
が
、1
9
9
8
年
の
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
使
用
さ
れ
た「
白
馬
ジ
ャ
ン
プ
台
」。展
望
台

か
ら
の
村
の
眺
め
は
絶
景
で
、運
が
良
け
れ
ば

ジ
ャ
ン
プ
の
練
習
を
見
学
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
に
、観
光
に
、温
泉
に
、一
年
を
通
し

て
楽
し
め
る
の
が
白
馬
村
で
あ
る
。

特集 1特集 1

白馬ジャンプ台

白馬大橋の絶景

大出の吊り橋

長野県白馬村上下水道課

酒井　洋さん

I
n

t
e

r
v

i
e
w

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
楽
し
め
る
白
馬
村

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
長
野
県
白
馬
村
上
下
水
道
課

酒
井
課
長
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
採

用
と
今
回
の
調
査
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
し
た
。

堀上げ後（供用中）の外径寸法測定結果
断層通過部からの
距離(cm)

JWWA
だ円度規格

外　　径
上下 左右

だ円度

+230
+130
  +30
      0

  ー70
ー170

91.15
91.80
91.85
91.55
91.55
91.20

91.70
91.65
91.60
91.90
91.65
92.45

0.55
0.15
0.25
0.35
0.10
1.25

1.8

試 験 項 目 性 能 規 定 試 験 結 果
2.5MPa×2分間で漏れ、
破損があってはならない。

1.08MPa×179時間で、
漏れ、破損なし

(1.08MPa×179時間経過後）
1.00MPa×3,000時間で
漏れ、破損なし。試験継続中。

熱間内圧
クリープ性

80℃、1.08MPa×165時間で、
漏れ、破損があってはならない。

80℃、1.00MPa×1,000時間で、
漏れ、破損があってはならない。

破壊水圧4.0MPa以上

耐圧性

破壊水圧強さ

引張降伏強さ
引張破断伸び

引張降伏強さ20MPa以上
引張破断伸び350%以上

　 No.1
　 No.2
　 No.1
　 No.2
      23.2
      700
　 No.1
　 No.2

23.1
744

23.3
722

22.8
722

23.1
722

漏れ、破損なし
漏れ、破損なし

5.0MPa
5.0MPa

上 下 左 右 平
均

　No.1

　No.2

堀上げたパイプの性能確認試験結果

外径寸法測定のようす※

断層通過部付近の変形状況※

引張り試験状況

※写真提供：配水用ポリエチレンパイプシステム協会

パイプ変位量の測定結果（垂直方向）

ー300 ー200 ー 100 100
ー 10

ー２0

ー３0

ー４0

ー５0

ー６0

30

20

10

0
0 200 300 400 500 600 700

断層通過部からの距離（cm）

垂
直
方
向
変
位（
cm
）

約70cmの変位

約3m
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最
大
震
度
５
強
の
長
野
県
神
城
断
層
地
震

　
平
成
26
年
11
月
22
日
、午
前
10
時
ご
ろ
に

長
野
県
北
部
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
6
・
7
の
地
震
が
発
生
し
た
。こ
の
地
震
で

長
野
県
白
馬
村
で
は
最
大
震
度
５
強
を
記
録

し
、村
内
を
縦
断
す
る
神
城
断
層
で
最
大
１

m
の
隆
起
と
数
10
㎝
の
横
ず
れ
が
生
じ
た
。長

野
県
で
は
、地
震
調
査
委
員
会
の
評
価
に
お
い

て
、今
回
の
地
震
が「
神
城
断
層
の
一
部
の
活

動
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
」と
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、地
震
の
呼
称
を「
長
野
県
神
城
断
層
地

震
」と
統
一
し
た
。

　
白
馬
村
の
被
害
は
、主
に
神
城
断
層
の
近
辺

と
隆
起
し
た
東
側
の
堀
之
内
地
区
で
多
く
発

生
し
た
。村
内
の
地
震
被
害
は
、重
傷
者
４
名
、

全
壊
37
戸
、半
壊
22
戸
の
ほ
か
、水
道
管
路
の

被
害
は
23
箇
所
で
、最
大
で
約
2
0
0
戸
が

断
水
し
た
。

約
80
㎝
隆
起
、30
㎝
の
横
ず
れ
に
追
従

　
白
馬
村
塩
島
地
区
に
埋
設
さ
れ
た
下
水
道
用

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
が
被
害
を
受
け
、復
旧

工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
れ
に
先
立
っ

て
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
シ
ス
テ
ム
協
会
は
、

平
成
27
年
５
月
８
〜
９
日
の
両
日
、下
水
道
管
路

の
直
上
に
埋
設
さ
れ
た
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
水
道

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ（
φ
75
、平
成
10
年

度
に
埋
設
）の
調
査
を
行
っ
た
。

　
地
震
に
よ
り
、地
表
面
が
約
80
㎝
隆
起
し
、約

30
㎝
の
横
ず
れ
に
対
し
て
、水
道
配
水
用
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
、約
3
m
の
間
に
ひ
ず
み
が
発
生

し
、垂
直
方
向
に
約
70
㎝
変
位
し
て
地
盤
変
状
に

追
従
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

発
生
歪
み
は
６
％
以
内
と
推
定

　 

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
シ
ス
テ
ム
協
会

は
、過
去
に
約
50
㎝
の
段
差
沈
下
実
験
を
行
い
最

大
約
３
％
の
歪
み
を
確
認
し
て
お
り
、今
回
の
地

震
で
は
そ
れ
以
上
の
歪
み
が
発
生
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。地
震
動
に
対
す
る
耐
震
計
算
に
お
け
る
許

容
歪
み
は
、日
本
水
道
協
会
の「
水
道
配
水
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
管
・
継
手
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
繰
り
返
し
伸
縮
実
験
の
結
果

な
ど
か
ら
３
％
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、地
盤
変

状
に
対
す
る
許
容
歪
み
は
、同
報
告
書
の
引
張
試

験
や
圧
縮
試
験
な
ど
の
結
果
か
ら
６
％
に
設
定

し
て
い
る
。今
回
の
地
震
で
発
生
し
た
歪
み
は
、

そ
の
許
容
歪
み
の
６
％
以
内
と
推
定
さ
れ
る
。

クボタシーアイの水道配水用ポリエチレンパイプが断層のズレに対応！

掘
上
げ
た
パ
イ
プ
は

各
種
の
性
能
試
験
を
ク
リ
ア

　 

掘
上
げ
た
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
は
、回
収
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
性
能
試
験
を
行
っ
た
。S
字

部
変
形
量
は
掘
上
げ
時

1
7
5
㎜
で
あ
っ
た
が
、15
日
後

に
は
35
㎜
ま
で
減
少
し
た
。圧

縮
方
向
の
応
力
が
解
放
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
が
、材
料
の
弾
性

が
十
分
保
持
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。ま
た
、掘
上
げ
直
後

の
外
径
寸
法
の
測
定
結
果
か

ら
通
水
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
断
面
変
形
は

生
じ
て
い
な
い
こ
と
も
確
認
し
た
。

　
さ
ら
に
、管
路
の
強
度
の
変
化
を
確
認
す
る
た

め
、耐
圧
性
、破
壊
水
圧
強
さ
、引
張
り
降
伏
強

さ
、引
張
り
破
断
伸
び
、熱
間
内
圧
ク
リ
ー
プ
性

の
各
試
験
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、い
ず
れ
の
性
能

試
験
も
規
格
を
ク
リ
ア
し
て
お
り
、布
設
後
17
年

が
経
過
し
、大
き
な
断
層
変
位
を
受
け
て
も
、そ

の
高
い
管
材
性
能
を
維
持
す
る
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
実
力
を
改

め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ー
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を
お
使
い
に
な
っ
た

の
は
い
つ
か
ら
で
す
か
？

　
平
成
９
年
に
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
で
試
験
施
工
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。全
国
的

に
も
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
が
普
及
す
る
前
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。そ
れ
以
降
、φ
75
や
1
0
0
を
メ
イ
ン
に

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を
採
用
し
て
き
ま
し
た
。

ー
ご
採
用
に
な
ら
れ
た
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

　
そ
の
当
時
は
耐
震
性
を
あ
ま
り
重
要
視
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。耐
震
性
よ
り
は
、施
工
性
の
良
さ

で
す
ね
。白
馬
村
は
中
山
間
地
で
す
か
ら
、傾
斜

地
や
狭
い
道
路
も
多
い
の
で
す
。金
属
管
な
ら
重

機
が
必
要
で
す
が
、小
口
径
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ

プ
は
人
力
で
作
業
で
き
ま
す
。ま
た
、村
内
は
カ
ー

ブ
の
道
路
も
多
く
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を
使
え

ば
あ
る
程
度
の
曲
が
り
な
ら
、生
曲
げ
が
で
き
、継

手
を
減
ら
せ
る
の
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
し
た
。

ー
今
回
、断
層
部
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を

確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、ご
感
想
は
？

　
掘
上
げ
る
前
、通
水
は
確
認
し
て
い
ま
し
た
が
、

パ
イ
プ
は
大
き
く
変
形
し
て
い
る
と
予
測
し
て
い

ま
し
た
。し
か
し
、パ
イ
プ
を
掘
り
返
し
て
み
る
と

何
と
も
な
っ
て
い
な
く
て
拍
子
抜
け
し
ま
し
た
。パ

イ
プ
は
緩
や
か
な
S
字
に
曲
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、

局
部
的
な
変
形
が
な
く
、管
路
全
体
で
地
震
の

力
を
吸
収
し
た
な
と
い
う
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

ー
大
出
地
区
で
一
部
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
が

破
損
し
た
よ
う
で
す
が

　
長
さ
約
60
㎝
と
い
う
短
い
部
分
で
金
属
管
に
挟

む
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
い
た
の
で
、ポ
リ
エ
チ
レ

ン
パ
イ
プ
に
力
が
集
中
し
破
損
し
ま
し
た
。本
来

の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
に
よ
る
管
路
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
耐
震
性
の
参
考
に
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

ー
今
回
の
検
証
で
今
後
の
管
路
整
備
に
変
化
は

あ
り
ま
す
か
？

　
白
馬
村
で
は
こ
れ
ま
で
大
き
な
地
震
は
な
く
、

ど
ち
ら
と
い
え
ば
治
水
な
ど
に
防
災
の
意
識
は
高

か
っ
た
の
で
す
が
、今
回
の
地
震
を
受
け
て
、管
路

の
耐
震
化
も
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
結
果
で
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
明

ら
か
な
耐
震
性
が
示
さ
れ
た
わ
け
で
す
か
ら
、今

後
の
更
新
工
事
な
ど
で
ポ
リ
エ
チ
ン
パ
イ
プ
の
採

用
の
可
能
性
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
震
度
５
強
の
強
い
地
震
に
襲
わ
れ
た
白
馬

村
で
あ
る
が
、鉄
道
や
幹
線
道
路
に
は
ほ
と
ん

ど
被
害
が
な
く
、ス
キ
ー
場
な
ど
の
観
光
施
設

は
震
災
直
後
か
ら
通
常
営
業
が
行
わ
れ
た
。

　
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
印
象
が
強
い
白
馬

村
で
あ
る
が
、夏
に
も
多
く
の
観
光
客
を
集
め

て
い
る
。雪
渓
が
残
る
白
馬
大
雪
渓
へ
の
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
や
そ
の
上
の
白
馬
岳
へ
と
続
く
登
山
は

人
気
の
コ
ー
ス
。そ
の
他
、熱
気
球
や
パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
ー
や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
多
く
の
ア
ウ
ト

ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
あ
る
。ス
ポ
ー
ツ
で
疲

れ
た
体
を
癒
す
の
で
あ
れ
ば
、白
馬
八
方
尾
根

の
日
帰
り
温
泉
も
お
勧
め
。

　
そ
し
て
、白
馬
村
に
来
た
ら
ぜ
ひ
足
を
運
び

た
い
の
が
、1
9
9
8
年
の
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
使
用
さ
れ
た「
白
馬
ジ
ャ
ン
プ
台
」。展
望
台

か
ら
の
村
の
眺
め
は
絶
景
で
、運
が
良
け
れ
ば

ジ
ャ
ン
プ
の
練
習
を
見
学
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
に
、観
光
に
、温
泉
に
、一
年
を
通
し

て
楽
し
め
る
の
が
白
馬
村
で
あ
る
。

特集 1特集 1

白馬ジャンプ台

白馬大橋の絶景

大出の吊り橋

長野県白馬村上下水道課

酒井　洋さん

I
n

t
e

r
v

i
e
w

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
楽
し
め
る
白
馬
村

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
長
野
県
白
馬
村
上
下
水
道
課

酒
井
課
長
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
採

用
と
今
回
の
調
査
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
し
た
。

堀上げ後（供用中）の外径寸法測定結果
断層通過部からの
距離(cm)

JWWA
だ円度規格

外　　径
上下 左右

だ円度

+230
+130
  +30
      0

  ー70
ー170

91.15
91.80
91.85
91.55
91.55
91.20

91.70
91.65
91.60
91.90
91.65
92.45

0.55
0.15
0.25
0.35
0.10
1.25

1.8

試 験 項 目 性 能 規 定 試 験 結 果
2.5MPa×2分間で漏れ、
破損があってはならない。

1.08MPa×179時間で、
漏れ、破損なし

(1.08MPa×179時間経過後）
1.00MPa×3,000時間で
漏れ、破損なし。試験継続中。

熱間内圧
クリープ性

80℃、1.08MPa×165時間で、
漏れ、破損があってはならない。

80℃、1.00MPa×1,000時間で、
漏れ、破損があってはならない。

破壊水圧4.0MPa以上

耐圧性

破壊水圧強さ

引張降伏強さ
引張破断伸び

引張降伏強さ20MPa以上
引張破断伸び350%以上

　 No.1
　 No.2
　 No.1
　 No.2
      23.2
      700
　 No.1
　 No.2

23.1
744

23.3
722

22.8
722

23.1
722

漏れ、破損なし
漏れ、破損なし

5.0MPa
5.0MPa

上 下 左 右 平
均

　No.1

　No.2

堀上げたパイプの性能確認試験結果

外径寸法測定のようす※

断層通過部付近の変形状況※

引張り試験状況

※写真提供：配水用ポリエチレンパイプシステム協会

パイプ変位量の測定結果（垂直方向）

ー300 ー200 ー 100 100
ー 10

ー２0

ー３0

ー４0

ー５0

ー６0

30

20

10

0
0 200 300 400 500 600 700

断層通過部からの距離（cm）

垂
直
方
向
変
位（
cm
）

約70cmの変位

約3m
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紋別市水道部
事業課　水道工務係
浦辻　雅樹さん

株式会社アサダ工業
浅田　榮佐雄さん

株式会社中央製作所
水道部
大友　勇一さん 紋別小学校

花園
浄水場

紋別
中学校

北海道
紋別高等
学校

バイオマス
発電所

紋別港
第３ふ頭

紋別港

平成26年度工事
配水管
平成27年度工事
配水管

305

238

オホーツクの新エネルギーを支え、
災害に備える大口径ポリエチレンパイプ
オホーツクの新エネルギーを支え、

災害に備える大口径ポリエチレンパイプ
紋
別
港
第
３
ふ
頭
へ
の
配
水
管
に

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
φ
2
5
0

　
北
海
道
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

す
る
紋
別
市
は
、天
然
の
良
港
を
有
す
る
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
屈
指
の
港
町
。と
く
に
冬
季
は
流
氷
の
到
来
が
あ
り
、

砕
氷
船
ガ
リ
ン
コ
号
に
よ
る
流
氷
観
光
な
ど
、オ
ホ
ー
ツ

ク
の
自
然
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
ん
な
紋
別
市
が
現
在
、力
を
入
れ
て
い
る
の
が
紋

別
港
第
３
ふ
頭
地
区
の
開
発
で
あ
る
。待
望
の

水
深
12
m
の
岸
壁
が
完
成
し
、港
湾
を
結
節
点

と
し
た
産
業
活
動
の
根
拠
と
し
て
港
湾
背
後
で

の
用
地
造
成
も
完
成
し
た
。分
譲
の
開
始
と
と

も
に
住
友
林
業
株
式
会
社
と
住
友
共
同
電
力

株
式
会
社
が
共
同
出
資
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
の
建
設
が
決
ま
り
、平
成
26
年
9
月
に
着
工
し
た
。発

電
所
の
本
体
工
事
と
と
も
に
港
湾
地
域
へ
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
。

　
第
３
ふ
頭
地
区
に
進
出
す
る
企
業
に
水
道
水
を
供
給

す
る
た
め
、ま
た
、災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
学
校
に
水

道
水
を
供
給
す
る
た
め
、紋
別
市
は
新
た
に
千
ト
ン
の

配
水
池
を
建
設
し
、そ
こ
か
ら
各
学
校
を
経
由
し
て
第

３
ふ
頭
地
区
ま
で
の
配
水
管
を
布
設
す
る
計
画
を
策
定

し
た
。こ
の
配
水
管
に
採
用
さ
れ
た
の
が
、ク
ボ
タ
シ
ー

ア
イ
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
で
あ
っ
た
。

「
錆
び
な
い
」、「
コ
ス
ト
低
減
可
能
」、「
信
頼
性
の

高
い
」ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を
採
用

　
計
画
策
定
に
携
わ
っ
た
紋
別
市
水
道
部
事
業
課
水
道

工
務
係
の
浦
辻
雅
樹
さ
ん
は
、管
種
を
選
択
す
る
条
件

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の

誘
致
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、工
事
コ
ス
ト
の
低
減
が
最
大

の
課
題
で
あ
っ
た
。そ
の
た
め
に
高
低
差
の
大
き
い
場
所

や
交
差
点
な
ど
で
は
、工
事
コ
ス
ト
を
抑
え
た
推
進
工
法

で
使
用
で
き
る
管
材
が
必
要
で
あ
っ
た
。そ
れ
に
、信
頼

性
の
高
い
管
路
を
構
築
で
き
る
管
材
。発
電
所
が
一
旦
稼

動
す
る
と
、管
路
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
頻
繁
に
は
で
き
な

い
た
め
、水
供
給
の
ト
ラ
ブ
ル
は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。そ
し
て
、紋
別
港
第
３
ふ
頭
地
区
は
埋
立
で

あ
る
た
め
、塩
害
に
強
い（
錆
び
な
い
）管
材
が
必
要
」。

こ
れ
ら
厳
し
い
条
件
に
適
合
し
た
の
が
、水
道
配
水
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
浦
辻
さ
ん
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
採
用
に

つ
い
て
、「
同
市
で
は
平
成
12
年
度
か
ら
φ
1
5
0
以
下

の
配
水
管
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を
メ
イ
ン
に
採
用
し

て
き
た
が
、こ
れ
ま
で
漏
水
事
故
が
全
く
な
い
。そ
れ
が

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
へ
の
高
い
信
頼
に
繋
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、錆
び
な
い
管
路
と
い
う
の
は
後
々
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
こ
と
を
考
え
て
も
非
常
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」

と
続
け
た
。

コ
ス
ト
低
減
の
た
め
に
開
削
工
事
と
非
開
削
工

事
の
両
方
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を
採
用

　
管
路
布
設
は
、開
削
で
行
う
現
場
と
推
進
工
法
に
よ

る
非
開
削
で
行
う
現
場
に
分
か
れ
、開
削
現
場
が
約
7

割
、非
開
削
現
場
が
約
3
割
の
割
合
で
あ
っ
た
。平
成
26

年
度
に
約
2.5
㎞
の
工
事
が
終
わ
り
、平
成
27
年
度
か
ら

約
2.0
㎞
の
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　
推
進
工
法
は
、岩
下
産
業
株
式
会
社
の
誘
導
式
水
平

ド
リ
ル
工
法
テ
ラ
ジ
ェ
ッ
ト
が
採
用
さ
れ
た
。こ
の
工
法

は
、２
つ
の
立
孔
間
を
ド
リ
ル
で
削
孔
し
、ド
リ
ル
を
バ

ッ
ク
リ
ー
マ
ー
に
替
え
、あ
ら
か
じ
め
陸
継
ぎ
し
た

1
0
0
m
以
上
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を
一
気
に
引

き
込
む
。

　
そ
ん
な
長
距
離
の
推
進
工
法
を
可
能
に
す
る
の
も
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
柔
軟
性
が
あ
っ
て
の
こ
と
。φ

2
5
0
と
も
な
る
と
数
本
の
直
管
を
接
合
し
た
ぐ
ら
い

で
は
柔
軟
性
を
確
認
で
き
な
い
が
、10
本
以
上
に
な
る

と
柔
軟
性
は
明
ら
か
に
な
る
。工
期
も
短
く
、通
常
、地

下
の
状
態
が
よ
け
れ
ば
1
0
0
m
以
上
の
推
進
工
事
で

も
立
孔
の
工
事
を
入
れ
て
数
日
で
完
了
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
そ
う
だ
。

　
一
方
、開
削
工
事
は
、パ
イ
プ
の
取
扱
い
が
人
力
か
ら
重

機
に
変
わ
る
以
外
は
小
口
径
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
と

施
工
方
法
は
変
わ
ら
な
い
。電
気
融
着
接
合
で
も
パ
イ
プ

表
面
の
切
削
、切
削
面
・
継
手
内
部
の
清
掃
、ク
ラ
ン
プ
に

よ
る
パ
イ
プ
の
固
定
、通
電（
融
着
）・
冷
却
と
一
連
の
工

程
を
行
う
。

　
通
電
・
冷
却
時
間
は
、口
径
が
大
き
い
た
め
45
分
を
要

す
る
が
、担
当
し
た
工
事
会
社
は
こ
の
時
間
を
利
用
し
て

次
の
掘
削
な
ど
を
行
っ
て
い
た
。と
く
に
北
海
道
で
は
、凍

結
深
度
を
考
慮
し
て
掘
削
深
さ
が
２
m
以
上
に
な
る
た

め
掘
削
に
時
間
を
要
す
る
。

現
場
で
調
整
・
加
工
が
し
や
す
い

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
φ
2
5
0

　
工
事
を
担
当
し
た
株
式
会
社
ア
サ
ダ
工
業
の
浅
田
榮

佐
雄
さ
ん
は「
大
口
径
で
あ
っ
て
も
、金
属
管
に
比
べ
れ
ば

半
分
ほ
ど
の
重
量
の
た
め
角
度
調
整
が
し
や
す
く
、管
の

切
断
な
ど
の
現
場
作
業
が
や
り
や
す
い
。ま
た
、軽
量
な

分
だ
け
作
業
者
に
と
っ
て
は
安
全
で
あ
る
」と
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
パ
イ
プ
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
ま
た
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を
使

用
し
た
感
想
を
語
る
の

は
、株
式
会
社
中
央
製

作
所
、水
道
部
の
大
友
勇

一
さ
ん
。「
ク
ボ
タ
シ
ー
ア

イ
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ

プ
φ
2
5
0
は
、直
管
と

継
手
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

が
ち
ょ
う
ど
良
く
、接
合

の
際
、継
手
が
挿
入
し
や

す
い
。口
径
が
大
き
く
な

る
と
、そ
の
分
、継
手
の

重
量
も
重
く
な
る
た
め
、

挿
入
し
や
す
い
と
狭
い

掘
削
溝
で
挿
入
作
業
も

や
り
や
す
い
」。

　
平
成
28
年
12
月
に
国
内
最
大
級
、50
M
W
の
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
が
営
業
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。そ
の
周

辺
に
は
関
連
会
社
な
ど
が
建
設
さ
れ
、さ
ら
に
他
企
業
の

進
出
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
布
設
さ
れ
た
配
水
管
は
、紋
別
市
の
長
期
的
な

経
済
発
展
を
支
え
る
上
で
も
、ま
た
、災
害
時
の
飲
料
水

確
保
の
面
で
も
非
常
に
重
要
で
あ
り
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

接続杭 到達杭ドリル
←油圧ユニットへ

接続杭 バックリーマー 到達杭

ポリエチレン
パイプ

←油圧ユニットへ

一次工程

二次工程

開削工事

推進工法による非開削工事

一般道での開削工事（接合が終了した状態）

建設中の
バイオマス発電所

配水管布設概要

推進工法による非開削工事
（バックリーマーを先頭に管路を引き込む）

パイプの融着面を切削

融着面の清掃 クランプによる固定 電気融着

融着中

高低差約15m、管路延長175mの推進工法
管路の柔軟性が活かされた工事

誘導式水平ドリル工法テラジェットの工程概要

公園内の施工現場
充分な工事スペースが確保できることから、
３本のパイプを接合する。手前の継手は電気
融着中で奥側は冷却中。

重機によるパイプの釣り降ろし

一般道の施工現場

冷却中



水道配水用ポリエチレンパイプφ２５０

施工現場
レポート

北海道紋別市

PAL/Vol.1756 PAL/Vol.175 5

紋別市水道部
事業課　水道工務係
浦辻　雅樹さん

株式会社アサダ工業
浅田　榮佐雄さん

株式会社中央製作所
水道部
大友　勇一さん 紋別小学校

花園
浄水場

紋別
中学校

北海道
紋別高等
学校

バイオマス
発電所

紋別港
第３ふ頭

紋別港

平成26年度工事
配水管
平成27年度工事
配水管

305

238

オホーツクの新エネルギーを支え、
災害に備える大口径ポリエチレンパイプ
オホーツクの新エネルギーを支え、

災害に備える大口径ポリエチレンパイプ
紋
別
港
第
３
ふ
頭
へ
の
配
水
管
に

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
φ
2
5
0

　
北
海
道
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

す
る
紋
別
市
は
、天
然
の
良
港
を
有
す
る
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
屈
指
の
港
町
。と
く
に
冬
季
は
流
氷
の
到
来
が
あ
り
、

砕
氷
船
ガ
リ
ン
コ
号
に
よ
る
流
氷
観
光
な
ど
、オ
ホ
ー
ツ

ク
の
自
然
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
ん
な
紋
別
市
が
現
在
、力
を
入
れ
て
い
る
の
が
紋

別
港
第
３
ふ
頭
地
区
の
開
発
で
あ
る
。待
望
の

水
深
12
m
の
岸
壁
が
完
成
し
、港
湾
を
結
節
点

と
し
た
産
業
活
動
の
根
拠
と
し
て
港
湾
背
後
で

の
用
地
造
成
も
完
成
し
た
。分
譲
の
開
始
と
と

も
に
住
友
林
業
株
式
会
社
と
住
友
共
同
電
力

株
式
会
社
が
共
同
出
資
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
の
建
設
が
決
ま
り
、平
成
26
年
9
月
に
着
工
し
た
。発

電
所
の
本
体
工
事
と
と
も
に
港
湾
地
域
へ
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
。

　
第
３
ふ
頭
地
区
に
進
出
す
る
企
業
に
水
道
水
を
供
給

す
る
た
め
、ま
た
、災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
学
校
に
水

道
水
を
供
給
す
る
た
め
、紋
別
市
は
新
た
に
千
ト
ン
の

配
水
池
を
建
設
し
、そ
こ
か
ら
各
学
校
を
経
由
し
て
第

３
ふ
頭
地
区
ま
で
の
配
水
管
を
布
設
す
る
計
画
を
策
定

し
た
。こ
の
配
水
管
に
採
用
さ
れ
た
の
が
、ク
ボ
タ
シ
ー

ア
イ
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
で
あ
っ
た
。

「
錆
び
な
い
」、「
コ
ス
ト
低
減
可
能
」、「
信
頼
性
の

高
い
」ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を
採
用

　
計
画
策
定
に
携
わ
っ
た
紋
別
市
水
道
部
事
業
課
水
道

工
務
係
の
浦
辻
雅
樹
さ
ん
は
、管
種
を
選
択
す
る
条
件

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の

誘
致
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、工
事
コ
ス
ト
の
低
減
が
最
大

の
課
題
で
あ
っ
た
。そ
の
た
め
に
高
低
差
の
大
き
い
場
所

や
交
差
点
な
ど
で
は
、工
事
コ
ス
ト
を
抑
え
た
推
進
工
法

で
使
用
で
き
る
管
材
が
必
要
で
あ
っ
た
。そ
れ
に
、信
頼

性
の
高
い
管
路
を
構
築
で
き
る
管
材
。発
電
所
が
一
旦
稼

動
す
る
と
、管
路
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
頻
繁
に
は
で
き
な

い
た
め
、水
供
給
の
ト
ラ
ブ
ル
は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。そ
し
て
、紋
別
港
第
３
ふ
頭
地
区
は
埋
立
で

あ
る
た
め
、塩
害
に
強
い（
錆
び
な
い
）管
材
が
必
要
」。

こ
れ
ら
厳
し
い
条
件
に
適
合
し
た
の
が
、水
道
配
水
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
浦
辻
さ
ん
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
採
用
に

つ
い
て
、「
同
市
で
は
平
成
12
年
度
か
ら
φ
1
5
0
以
下

の
配
水
管
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を
メ
イ
ン
に
採
用
し

て
き
た
が
、こ
れ
ま
で
漏
水
事
故
が
全
く
な
い
。そ
れ
が

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
へ
の
高
い
信
頼
に
繋
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、錆
び
な
い
管
路
と
い
う
の
は
後
々
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
こ
と
を
考
え
て
も
非
常
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」

と
続
け
た
。

コ
ス
ト
低
減
の
た
め
に
開
削
工
事
と
非
開
削
工

事
の
両
方
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を
採
用

　
管
路
布
設
は
、開
削
で
行
う
現
場
と
推
進
工
法
に
よ

る
非
開
削
で
行
う
現
場
に
分
か
れ
、開
削
現
場
が
約
7

割
、非
開
削
現
場
が
約
3
割
の
割
合
で
あ
っ
た
。平
成
26

年
度
に
約
2.5
㎞
の
工
事
が
終
わ
り
、平
成
27
年
度
か
ら

約
2.0
㎞
の
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　
推
進
工
法
は
、岩
下
産
業
株
式
会
社
の
誘
導
式
水
平

ド
リ
ル
工
法
テ
ラ
ジ
ェ
ッ
ト
が
採
用
さ
れ
た
。こ
の
工
法

は
、２
つ
の
立
孔
間
を
ド
リ
ル
で
削
孔
し
、ド
リ
ル
を
バ

ッ
ク
リ
ー
マ
ー
に
替
え
、あ
ら
か
じ
め
陸
継
ぎ
し
た

1
0
0
m
以
上
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を
一
気
に
引

き
込
む
。

　
そ
ん
な
長
距
離
の
推
進
工
法
を
可
能
に
す
る
の
も
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
柔
軟
性
が
あ
っ
て
の
こ
と
。φ

2
5
0
と
も
な
る
と
数
本
の
直
管
を
接
合
し
た
ぐ
ら
い

で
は
柔
軟
性
を
確
認
で
き
な
い
が
、10
本
以
上
に
な
る

と
柔
軟
性
は
明
ら
か
に
な
る
。工
期
も
短
く
、通
常
、地

下
の
状
態
が
よ
け
れ
ば
1
0
0
m
以
上
の
推
進
工
事
で

も
立
孔
の
工
事
を
入
れ
て
数
日
で
完
了
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
そ
う
だ
。

　
一
方
、開
削
工
事
は
、パ
イ
プ
の
取
扱
い
が
人
力
か
ら
重

機
に
変
わ
る
以
外
は
小
口
径
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
と

施
工
方
法
は
変
わ
ら
な
い
。電
気
融
着
接
合
で
も
パ
イ
プ

表
面
の
切
削
、切
削
面
・
継
手
内
部
の
清
掃
、ク
ラ
ン
プ
に

よ
る
パ
イ
プ
の
固
定
、通
電（
融
着
）・
冷
却
と
一
連
の
工

程
を
行
う
。

　
通
電
・
冷
却
時
間
は
、口
径
が
大
き
い
た
め
45
分
を
要

す
る
が
、担
当
し
た
工
事
会
社
は
こ
の
時
間
を
利
用
し
て

次
の
掘
削
な
ど
を
行
っ
て
い
た
。と
く
に
北
海
道
で
は
、凍

結
深
度
を
考
慮
し
て
掘
削
深
さ
が
２
m
以
上
に
な
る
た

め
掘
削
に
時
間
を
要
す
る
。

現
場
で
調
整
・
加
工
が
し
や
す
い

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
φ
2
5
0

　
工
事
を
担
当
し
た
株
式
会
社
ア
サ
ダ
工
業
の
浅
田
榮

佐
雄
さ
ん
は「
大
口
径
で
あ
っ
て
も
、金
属
管
に
比
べ
れ
ば

半
分
ほ
ど
の
重
量
の
た
め
角
度
調
整
が
し
や
す
く
、管
の

切
断
な
ど
の
現
場
作
業
が
や
り
や
す
い
。ま
た
、軽
量
な

分
だ
け
作
業
者
に
と
っ
て
は
安
全
で
あ
る
」と
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
パ
イ
プ
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
ま
た
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を
使

用
し
た
感
想
を
語
る
の

は
、株
式
会
社
中
央
製

作
所
、水
道
部
の
大
友
勇

一
さ
ん
。「
ク
ボ
タ
シ
ー
ア

イ
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ

プ
φ
2
5
0
は
、直
管
と

継
手
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

が
ち
ょ
う
ど
良
く
、接
合

の
際
、継
手
が
挿
入
し
や

す
い
。口
径
が
大
き
く
な

る
と
、そ
の
分
、継
手
の

重
量
も
重
く
な
る
た
め
、

挿
入
し
や
す
い
と
狭
い

掘
削
溝
で
挿
入
作
業
も

や
り
や
す
い
」。

　
平
成
28
年
12
月
に
国
内
最
大
級
、50
M
W
の
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
が
営
業
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。そ
の
周

辺
に
は
関
連
会
社
な
ど
が
建
設
さ
れ
、さ
ら
に
他
企
業
の

進
出
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
布
設
さ
れ
た
配
水
管
は
、紋
別
市
の
長
期
的
な

経
済
発
展
を
支
え
る
上
で
も
、ま
た
、災
害
時
の
飲
料
水

確
保
の
面
で
も
非
常
に
重
要
で
あ
り
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

接続杭 到達杭ドリル
←油圧ユニットへ

接続杭 バックリーマー 到達杭

ポリエチレン
パイプ

←油圧ユニットへ

一次工程

二次工程

開削工事

推進工法による非開削工事

一般道での開削工事（接合が終了した状態）

建設中の
バイオマス発電所

配水管布設概要

推進工法による非開削工事
（バックリーマーを先頭に管路を引き込む）

パイプの融着面を切削

融着面の清掃 クランプによる固定 電気融着

融着中

高低差約15m、管路延長175mの推進工法
管路の柔軟性が活かされた工事

誘導式水平ドリル工法テラジェットの工程概要

公園内の施工現場
充分な工事スペースが確保できることから、
３本のパイプを接合する。手前の継手は電気
融着中で奥側は冷却中。

重機によるパイプの釣り降ろし

一般道の施工現場

冷却中
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付
着
し
に
く
く
、ス
ケ
ー
ル
の
付
着
や
さ
び
の
発
生

も
な
い
た
め
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
の
削
減
も
期
待

で
き
る
。

　
海
水
取
水
管
の
ほ
か
、耐
酸
性
、耐
ア
ル
カ
リ
性

に
優
れ
る
こ
と
か
ら
、中
水
管
、工
場
排
水
管
や
一

般
排
水
管
に
も
使
用
で
き
る
。そ
ん
な
市
場
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
て
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
、高
耐
圧
で
露

出
配
管
可
能
な
圧
力
用
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
の
販
売
を
開
始
し
た
。

※

中
水
：
ビ
ル
や
大
規
模
施
設
の
排
水
を
再
生
処
理
し
て

ト
イ
レ
洗
浄
水
、散
水
用
水
な
ど
の
雑
用
水
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
。上
水
と
下
水
の
中
間
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら

中
水
と
い
わ
れ
て
い
る
。

設
計
水
圧
は
1
・
6
M
Pa
ま
で

　
設
計
水
圧（
最
高
許
容
圧
力
）は
、許
容
で
き

る
最
大
の
圧
力
で
、静
水
圧
に
水
撃
圧
を
加
え
た

値
で
あ
る
。一
般
の
水
道
用
塩
化
ビ
ニ
ル
管
や
水
道

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
設
計
水
圧
は
、

0
・
75
M
Pa（
静
水
圧
）に
0
・
25
M
Pa（
水
撃
圧
）

を
加
え
た
１
M
Pa
で
あ
る
。

　
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
圧
力

用
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
の
設
計
水
圧 

は
、１

M
Pa
〜
1
・
6
M
Pa
で
あ
り
、

使
用
水
圧
に
応
じ
て
管
肉

厚
を
選
択
す
る
。圧
力
用

高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ

プ
の
S
D
R（
パ
イ
プ
の
基

準
外
径
と
最
小
厚
さ
の
比

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
、水
道
配
水
用
と
し
て
使
用
が
始
ま
り
、

採
用
を
拡
大
し
て
き
た
。優
れ
た
耐
震
性
、施
工
性
が
認
め
ら
れ
、そ
の
用
途
は
水
道

に
と
ど
ま
ら
ず
、下
水
道
・
建
築
設
備
な
ど
に
採
用
が
拡
大
し
て
き
て
い
る
。ま
た
、

こ
れ
ま
で
金
属
管
が
当
た
り
前
と
さ
れ
て
き
た
工
場
冷
却
水
管
、海
水
取
水
管
や
融
雪

管
な
ど
、水
道
水
を
使
用
し
な
い
配
管
で
の
採
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。こ
こ
で
は
近
年
、

用
途
を
拡
大
す
る
圧
力
用
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
の
特
性
を
活
か
し
て

様
々
な
圧
力
管
路
へ
用
途
を
拡
大
す
る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
の
特
性
を
活
か
し
て

様
々
な
圧
力
管
路
へ
用
途
を
拡
大
す
る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

特集 2特集 2

＝
Ｄ
／
ｔ
）は
、11
と
17
の
パ
イ
プ
が
あ
り
、水
圧
の

か
か
る
地
下
水
く
み
上
げ
管
や
原
水
管
な
ど
幅

広
い
用
途
で
使
用
が
可
能
で
あ
る
。

カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
配
合
で

露
出
配
管
が
可
能

　
一
般
的
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
は
紫
外
線
に
よ
っ

て
劣
化
す
る
た
め
、カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
を
配
合
す

る
こ
と
で
、耐
候
劣
化
を
防
ぐ
。こ
の
た
め
、圧
力

用
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
黒
色
パ
イ
プ
が

多
く
、露
出
配
管
が
可
能
で
あ
る※

。

　
地
下
水
位
が
高
い
場
所
、管
路
が
輻
輳
し
て
新

た
な
布
設
が
難
し
い
場
所
、幅
員
が
狭
く
埋
設
が

難
し
い
と
こ
ろ
な
ど
で
露
出
配
管
が
大
き
な
効

果
を
発
揮
す
る
。ま
た
、早
期
に
管
路
を
布
設
し

た
い
現
場
で
は
、開
削
工
事
よ
り
工
期
を
短
縮
す

る
こ
と
が
で
き
、工
事
コ
ス
ト
を
縮
減
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

　
工
場
敷
地
内
の
排
水
管
や
山
間
地
な
ど
の
下

水
道
管
で
は
管
路
の
可
と
う
性
も
活
か
し
た
施

工
事
例
が
あ
る
。

※

寒
冷
地
域
等
で
は
凍
結
防
止
に
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
な
ど
の

断
熱
材
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
。

管
路
を
一
体
化
さ
せ
る
接
合
方
法

　
管
路
を
一
体
化
さ
せ
水
密
性
の
高
い
管
路

を
形
成
す
る
上
で
重
要
な
の
が
接
合
方
法
。

圧
力
用
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
で
は
、

水
道
配
水
用
で
お
な
じ
み
の「
E
F（
電
気
融

着
）接
合
」と
ガ
ス
管
用
な
ど
で
使
用
さ
れ
る

「
バ
ッ
ト
融
着
接
合
」が
あ
る
。

　「
E
F（
電
気
融
着
）接
合
」は
、接
合
面
に
電

熱
線
を
埋
め
込
ん
だ
管
継
手（
受
口
）に
管（
挿
し

口
）を
セ
ッ
ト
し
た
後
、コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
か
ら
通
電
し

て
電
熱
線
を
発
熱
さ
せ
、管
継
手
内
面
と
管
外

面
の
樹
脂
を
加
熱
溶
融
し
て
融
着
し
、パ
イ
プ
を

一
体
化
さ
せ
る
接
合
方
法
で
あ
る
。

　
継
手
を
使
っ
て
パ
イ
プ
を
接
合
す
る 

E
F
接
合

に
対
し
て
、管
端
面
を
加
熱
し
て
パ
イ
プ
ど
う
し

を
圧
着
さ
せ
る
の
が「
バ
ッ
ト
融
着
接
合
」。加
熱

し
た
ヒ
ー
タ
ー
で
接
合
す
る
管
端
面
を
溶
融
さ
せ

た
後
、圧
着
し
、パ
イ
プ
を
一
体
化
さ
せ
る
接
合
方

法
で
あ
る
。融
着
部
分
に
ビ
ー
ド
が
で
き
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。

EF接合

圧
力
用
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
特
長

1
耐
震
性

融
着
接
合（
E
F
接
合
、バ
ッ
ト
融
着
接

合
）に
よ
る
一
体
構
造
管
路
に
よ
り
地
盤
変

動
に
対
応
す
る
。

2 

耐
食
性

海
岸
地
帯
の
塩
害
や
酸
性
土
壌
地
盤
に
お

い
て
サ
ビ
や
腐
食
の
発
生
を
防
ぐ
。

3
耐
候
性

紫
外
線
に
よ
る
影
響
が
小
さ
く
、露
出
配

管
が
可
能
で
あ
る
。

4
耐
薬
品
性

酸
・
ア
ル
カ
リ
に
強
く
、有
機
溶
剤
を
除

く
ほ
と
ん
ど
の
薬
品
に
よ
っ
て
侵
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。

5
柔
軟
性

直
管
に
よ
る
曲
げ
配
管
が
で
き
、曲
管
の

使
用
が
少
な
く
て
す
む
。

6
軽 

量
金
属
管
に
比
べ
、軽
量
の
た
め
取
り
扱
い
が

容
易
で
、陸
継
ぎ
長
尺
管
に
よ
る
施
工
が

可
能
で
あ
る
。

耐
食
性
に
優
れ
た
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
パ
イ
プ

　
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
耐

食
性
に
優
れ
、塩
害
や
酸
性

土
壌
で
も
腐
食
し
な
い
と
い
う

特
長
が
あ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
用

途
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。そ
の
一

つ
が
、海
水
取
水
管
。海
水
は

陸
地
で
の
栽
培
漁
業
、魚
介

類
の
洗
浄
の
ほ
か
、工
場
や
発

電
所
の
冷
却
水
な
ど
で
多
く

使
用
さ
れ
て
い
る
。　

　
海
水
取
水
管
に
は
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
パ
イ
プ
の
他
、F
R
P
管

や
ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管
が
使
用
さ

れ
る
が
、こ
れ
ら
に
比
べ
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
可
と
う
性
が

あ
る
た
め
起
伏
の
あ
る
海
底

な
ど
に
対
応
し
や
す
い
。ま
た
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
内
面

は
な
め
ら
か
で
、海
生
生
物
が

1.0MPa
1.6MPa

17
11

設計水圧
（最高許容圧力）

SDR
（D/t）

設計水圧

■
接
合
方
法
■

■
施
工
事
例
■

EF接合

バット融着接合

原水管の配管工事（手前はバット融着接合）

融雪設備の配管工事

接合部内部

接合部

海水取水

農業用水
水道・防火

工場排水管・下水

原水管の設置工事（φ450）

高密度ポリエチレン樹脂の特性を活かして様々な圧力管路へ用途を拡大するポリエチレンパイプ特集 2特集 2

ビード

神社仏閣防火
圧力用高密度ポリエチレンパイプの使用場所と用途

●海水取水・放流管
●工場冷却水管
●工場排水管
●原水管
●地下水くみ上げ管

●中水管
●一般排水管
●消雪・融雪管
●文化財消火配管
●小水力発電用導水管

用

　途
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付
着
し
に
く
く
、ス
ケ
ー
ル
の
付
着
や
さ
び
の
発
生

も
な
い
た
め
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
の
削
減
も
期
待

で
き
る
。

　
海
水
取
水
管
の
ほ
か
、耐
酸
性
、耐
ア
ル
カ
リ
性

に
優
れ
る
こ
と
か
ら
、中
水
管
、工
場
排
水
管
や
一

般
排
水
管
に
も
使
用
で
き
る
。そ
ん
な
市
場
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
て
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
、高
耐
圧
で
露

出
配
管
可
能
な
圧
力
用
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
の
販
売
を
開
始
し
た
。

※

中
水
：
ビ
ル
や
大
規
模
施
設
の
排
水
を
再
生
処
理
し
て

ト
イ
レ
洗
浄
水
、散
水
用
水
な
ど
の
雑
用
水
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
。上
水
と
下
水
の
中
間
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら

中
水
と
い
わ
れ
て
い
る
。

設
計
水
圧
は
1
・
6
M
Pa
ま
で

　
設
計
水
圧（
最
高
許
容
圧
力
）は
、許
容
で
き

る
最
大
の
圧
力
で
、静
水
圧
に
水
撃
圧
を
加
え
た

値
で
あ
る
。一
般
の
水
道
用
塩
化
ビ
ニ
ル
管
や
水
道

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
設
計
水
圧
は
、

0
・
75
M
Pa（
静
水
圧
）に
0
・
25
M
Pa（
水
撃
圧
）

を
加
え
た
１
M
Pa
で
あ
る
。

　
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
圧
力

用
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
の
設
計
水
圧 

は
、１

M
Pa
〜
1
・
6
M
Pa
で
あ
り
、

使
用
水
圧
に
応
じ
て
管
肉

厚
を
選
択
す
る
。圧
力
用

高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ

プ
の
S
D
R（
パ
イ
プ
の
基

準
外
径
と
最
小
厚
さ
の
比

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
、水
道
配
水
用
と
し
て
使
用
が
始
ま
り
、

採
用
を
拡
大
し
て
き
た
。優
れ
た
耐
震
性
、施
工
性
が
認
め
ら
れ
、そ
の
用
途
は
水
道

に
と
ど
ま
ら
ず
、下
水
道
・
建
築
設
備
な
ど
に
採
用
が
拡
大
し
て
き
て
い
る
。ま
た
、

こ
れ
ま
で
金
属
管
が
当
た
り
前
と
さ
れ
て
き
た
工
場
冷
却
水
管
、海
水
取
水
管
や
融
雪

管
な
ど
、水
道
水
を
使
用
し
な
い
配
管
で
の
採
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。こ
こ
で
は
近
年
、

用
途
を
拡
大
す
る
圧
力
用
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
の
特
性
を
活
か
し
て

様
々
な
圧
力
管
路
へ
用
途
を
拡
大
す
る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
の
特
性
を
活
か
し
て

様
々
な
圧
力
管
路
へ
用
途
を
拡
大
す
る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

特集 2特集 2

＝
Ｄ
／
ｔ
）は
、11
と
17
の
パ
イ
プ
が
あ
り
、水
圧
の

か
か
る
地
下
水
く
み
上
げ
管
や
原
水
管
な
ど
幅

広
い
用
途
で
使
用
が
可
能
で
あ
る
。

カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
配
合
で

露
出
配
管
が
可
能

　
一
般
的
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
は
紫
外
線
に
よ
っ

て
劣
化
す
る
た
め
、カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
を
配
合
す

る
こ
と
で
、耐
候
劣
化
を
防
ぐ
。こ
の
た
め
、圧
力

用
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
黒
色
パ
イ
プ
が

多
く
、露
出
配
管
が
可
能
で
あ
る※

。

　
地
下
水
位
が
高
い
場
所
、管
路
が
輻
輳
し
て
新

た
な
布
設
が
難
し
い
場
所
、幅
員
が
狭
く
埋
設
が

難
し
い
と
こ
ろ
な
ど
で
露
出
配
管
が
大
き
な
効

果
を
発
揮
す
る
。ま
た
、早
期
に
管
路
を
布
設
し

た
い
現
場
で
は
、開
削
工
事
よ
り
工
期
を
短
縮
す

る
こ
と
が
で
き
、工
事
コ
ス
ト
を
縮
減
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

　
工
場
敷
地
内
の
排
水
管
や
山
間
地
な
ど
の
下

水
道
管
で
は
管
路
の
可
と
う
性
も
活
か
し
た
施

工
事
例
が
あ
る
。

※

寒
冷
地
域
等
で
は
凍
結
防
止
に
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
な
ど
の

断
熱
材
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
。

管
路
を
一
体
化
さ
せ
る
接
合
方
法

　
管
路
を
一
体
化
さ
せ
水
密
性
の
高
い
管
路

を
形
成
す
る
上
で
重
要
な
の
が
接
合
方
法
。

圧
力
用
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
で
は
、

水
道
配
水
用
で
お
な
じ
み
の「
E
F（
電
気
融

着
）接
合
」と
ガ
ス
管
用
な
ど
で
使
用
さ
れ
る

「
バ
ッ
ト
融
着
接
合
」が
あ
る
。

　「
E
F（
電
気
融
着
）接
合
」は
、接
合
面
に
電

熱
線
を
埋
め
込
ん
だ
管
継
手（
受
口
）に
管（
挿
し

口
）を
セ
ッ
ト
し
た
後
、コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
か
ら
通
電
し

て
電
熱
線
を
発
熱
さ
せ
、管
継
手
内
面
と
管
外

面
の
樹
脂
を
加
熱
溶
融
し
て
融
着
し
、パ
イ
プ
を

一
体
化
さ
せ
る
接
合
方
法
で
あ
る
。

　
継
手
を
使
っ
て
パ
イ
プ
を
接
合
す
る 

E
F
接
合

に
対
し
て
、管
端
面
を
加
熱
し
て
パ
イ
プ
ど
う
し

を
圧
着
さ
せ
る
の
が「
バ
ッ
ト
融
着
接
合
」。加
熱

し
た
ヒ
ー
タ
ー
で
接
合
す
る
管
端
面
を
溶
融
さ
せ

た
後
、圧
着
し
、パ
イ
プ
を
一
体
化
さ
せ
る
接
合
方

法
で
あ
る
。融
着
部
分
に
ビ
ー
ド
が
で
き
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。

EF接合

圧
力
用
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
特
長

1
耐
震
性

融
着
接
合（
E
F
接
合
、バ
ッ
ト
融
着
接

合
）に
よ
る
一
体
構
造
管
路
に
よ
り
地
盤
変

動
に
対
応
す
る
。

2 

耐
食
性

海
岸
地
帯
の
塩
害
や
酸
性
土
壌
地
盤
に
お

い
て
サ
ビ
や
腐
食
の
発
生
を
防
ぐ
。

3
耐
候
性

紫
外
線
に
よ
る
影
響
が
小
さ
く
、露
出
配

管
が
可
能
で
あ
る
。

4
耐
薬
品
性

酸
・
ア
ル
カ
リ
に
強
く
、有
機
溶
剤
を
除

く
ほ
と
ん
ど
の
薬
品
に
よ
っ
て
侵
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。

5
柔
軟
性

直
管
に
よ
る
曲
げ
配
管
が
で
き
、曲
管
の

使
用
が
少
な
く
て
す
む
。

6
軽 

量
金
属
管
に
比
べ
、軽
量
の
た
め
取
り
扱
い
が

容
易
で
、陸
継
ぎ
長
尺
管
に
よ
る
施
工
が

可
能
で
あ
る
。

耐
食
性
に
優
れ
た
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
パ
イ
プ

　
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
耐

食
性
に
優
れ
、塩
害
や
酸
性

土
壌
で
も
腐
食
し
な
い
と
い
う

特
長
が
あ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
用

途
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。そ
の
一

つ
が
、海
水
取
水
管
。海
水
は

陸
地
で
の
栽
培
漁
業
、魚
介

類
の
洗
浄
の
ほ
か
、工
場
や
発

電
所
の
冷
却
水
な
ど
で
多
く

使
用
さ
れ
て
い
る
。　

　
海
水
取
水
管
に
は
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
パ
イ
プ
の
他
、F
R
P
管

や
ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管
が
使
用
さ

れ
る
が
、こ
れ
ら
に
比
べ
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
可
と
う
性
が

あ
る
た
め
起
伏
の
あ
る
海
底

な
ど
に
対
応
し
や
す
い
。ま
た
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
内
面

は
な
め
ら
か
で
、海
生
生
物
が

1.0MPa
1.6MPa

17
11

設計水圧
（最高許容圧力）

SDR
（D/t）

設計水圧

■
接
合
方
法
■

■
施
工
事
例
■

EF接合

バット融着接合

原水管の配管工事（手前はバット融着接合）

融雪設備の配管工事

接合部内部

接合部

海水取水

農業用水
水道・防火

工場排水管・下水

原水管の設置工事（φ450）

高密度ポリエチレン樹脂の特性を活かして様々な圧力管路へ用途を拡大するポリエチレンパイプ特集 2特集 2

ビード

神社仏閣防火
圧力用高密度ポリエチレンパイプの使用場所と用途

●海水取水・放流管
●工場冷却水管
●工場排水管
●原水管
●地下水くみ上げ管

●中水管
●一般排水管
●消雪・融雪管
●文化財消火配管
●小水力発電用導水管

用

　途



PAL/Vol.17510 PAL/Vol.175 9

新製品紹介

圧力用高密度ポリエチレンパイプ

プラント配管に適した
ポリエチレンパイプが新登場

水道配水用ポリエチレンパイプ  呼び径250・300シリーズ

信頼性の高い水道配水用ポリエチレンパイプに
φ250・300がラインナップ

海岸近傍（塩害対策） 軌道付近（電食対策）

●海岸地帯の塩害対策、軌道付近の電食対策、酸性土壌の腐食対策に！●海岸地帯の塩害対策、軌道付近の電食対策、酸性土壌の腐食対策に！

●EF接合で信頼性の高い管路を形成し地盤変状に追従●EF接合で信頼性の高い管路を形成し地盤変状に追従

SDR11：口径50～450、圧力1.6MPa
SDR17：口径250～700、圧力1.0MPa

カーボンブラックを配合して耐候性を向上

●大口径の配管要望に応えます。●大口径の配管要望に応えます。 ●露出配管が可能です。●露出配管が可能です。

接合は信頼性の高いEF接合 耐震性に優れた管路を形成

スピゴット継手：差口継手のため接合にはEFソケットが必要です。 ●受注生産品

 ■品揃え

■品揃え

品　　種

直　　管
EFソケット

呼び径300呼び径250

ベンド

チーズ

フランジ（水道形　SUSフランジ　GF形）

レデューサ

ス
ピ
ゴ
ッ
ト
継
手

90°
45°
22°1/2
11°1/4
×φ300
×φ250
×φ200
×φ150
×φ100
×φ75

×φ250
×φ200

●
●
●
●
●
●
ー
●
●
●
●
●
●
ー
●

呼び径50～200同様にISO寸法に

基づいた管寸法の製品です。

公益社団法人 日本水道協会検査品です。

海水取水・放流管、工業用水管、

冷却水配管、中水配管などの

用途に適合します。

呼び径
50
75

100
125
150
200
250
300
350
400
450
500
550
600
700

SDR17
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

SDR17
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

SDR17
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
●
●
●
●
●
ー
ー

直管 EFソケット EFエルボ
（45°、90°）

エルボ
（15°、30°、45°、90°）

ベンド
（11°1/2、22°1/4）

ベンド
（11°1/2、22°1/4、45°、90°）

呼び径
50
75

100
125
150
200
250
300
350
400
450
500
550
600
700

SDR11
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ー
ー
ー
ー

SDR17
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ベンド
（90°）

EF
チーズ キャップ

フランジ
（JIS10K型・JIS16K型
SUSフランジRF型・GF型）

チーズ（同径）

SDR17
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
●

SDR11
●
●
●
●
●
●
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

SDR11

企画中

SDR11
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
●
●
●
●
ー
ー
ー
ー

SDR17
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
●
●
●
●
●
●
●
●

SDR11
●
ー
●
●
ー
●
ー
●
●
ー
●
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

SDR17
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

チーズ レデューサEF
レデューサ

呼び径    
75×  50

100×  50
100×  75
125×  75
125×100
150×  75
150×100
150×125
200×125
200×150
250×200
300×200
300×250
350×250
350×300
400×250
400×300
400×350
450×250
450×300
450×350
450×400
500×300
500×350
500×400
500×450
550×350
550×400
550×450
550×500
600×450
600×500
600×550
700×500
700×550
700×600

SDR11
●
ー
●
ー
ー
ー
●
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

SDR11
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

SDR17
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
●
●
●
●
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー注：直管のφ250以上は鳥居化成（株）もしくはジョージフィッシャー（株）製、 継手はジョージフィッシャー製（株）です。

別途
お問い
合わせ
ください。

別途お問い
合わせください。

SDR11
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ー
ー
ー
ー

SDR11
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ー
ー
ー
ー

SDR11
●
●
●
●
●
●
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

SDR11
●
●
●
●
●
●
●
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

SDR11
●
●
●
●
●
●
●
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

SDR11
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
●
●
●
ー
ー
ー
ー

SDR17
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
●
●
●
●
●
●
●
●

SDR17
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
●
●
●
●

平成28年4月
発売予定
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新製品紹介

圧力用高密度ポリエチレンパイプ

プラント配管に適した
ポリエチレンパイプが新登場

水道配水用ポリエチレンパイプ  呼び径250・300シリーズ

信頼性の高い水道配水用ポリエチレンパイプに
φ250・300がラインナップ

海岸近傍（塩害対策） 軌道付近（電食対策）

●海岸地帯の塩害対策、軌道付近の電食対策、酸性土壌の腐食対策に！●海岸地帯の塩害対策、軌道付近の電食対策、酸性土壌の腐食対策に！

●EF接合で信頼性の高い管路を形成し地盤変状に追従●EF接合で信頼性の高い管路を形成し地盤変状に追従

SDR11：口径50～450、圧力1.6MPa
SDR17：口径250～700、圧力1.0MPa

カーボンブラックを配合して耐候性を向上

●大口径の配管要望に応えます。●大口径の配管要望に応えます。 ●露出配管が可能です。●露出配管が可能です。

接合は信頼性の高いEF接合 耐震性に優れた管路を形成

スピゴット継手：差口継手のため接合にはEFソケットが必要です。 ●受注生産品

 ■品揃え

■品揃え

品　　種

直　　管
EFソケット

呼び径300呼び径250

ベンド

チーズ

フランジ（水道形　SUSフランジ　GF形）

レデューサ

ス
ピ
ゴ
ッ
ト
継
手

90°
45°
22°1/2
11°1/4
×φ300
×φ250
×φ200
×φ150
×φ100
×φ75

×φ250
×φ200

●
●
●
●
●
●
ー
●
●
●
●
●
●
ー
●

呼び径50～200同様にISO寸法に

基づいた管寸法の製品です。

公益社団法人 日本水道協会検査品です。

海水取水・放流管、工業用水管、

冷却水配管、中水配管などの

用途に適合します。

呼び径
50
75

100
125
150
200
250
300
350
400
450
500
550
600
700

SDR17
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

SDR17
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

SDR17
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
●
●
●
●
●
ー
ー

直管 EFソケット EFエルボ
（45°、90°）

エルボ
（15°、30°、45°、90°）

ベンド
（11°1/2、22°1/4）

ベンド
（11°1/2、22°1/4、45°、90°）

呼び径
50
75

100
125
150
200
250
300
350
400
450
500
550
600
700

SDR11
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ー
ー
ー
ー

SDR17
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ベンド
（90°）

EF
チーズ キャップ

フランジ
（JIS10K型・JIS16K型
SUSフランジRF型・GF型）

チーズ（同径）

SDR17
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
●

SDR11
●
●
●
●
●
●
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

SDR11

企画中

SDR11
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
●
●
●
●
ー
ー
ー
ー

SDR17
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
●
●
●
●
●
●
●
●

SDR11
●
ー
●
●
ー
●
ー
●
●
ー
●
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

SDR17
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

チーズ レデューサEF
レデューサ

呼び径    
75×  50

100×  50
100×  75
125×  75
125×100
150×  75
150×100
150×125
200×125
200×150
250×200
300×200
300×250
350×250
350×300
400×250
400×300
400×350
450×250
450×300
450×350
450×400
500×300
500×350
500×400
500×450
550×350
550×400
550×450
550×500
600×450
600×500
600×550
700×500
700×550
700×600

SDR11
●
ー
●
ー
ー
ー
●
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

SDR11
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

SDR17
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
●
●
●
●
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー注：直管のφ250以上は鳥居化成（株）もしくはジョージフィッシャー（株）製、 継手はジョージフィッシャー製（株）です。

別途
お問い
合わせ
ください。

別途お問い
合わせください。

SDR11
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ー
ー
ー
ー

SDR11
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ー
ー
ー
ー

SDR11
●
●
●
●
●
●
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

SDR11
●
●
●
●
●
●
●
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

SDR11
●
●
●
●
●
●
●
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

SDR11
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
●
●
●
ー
ー
ー
ー

SDR17
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
●
●
●
●
●
●
●
●

SDR17
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
●
●
●
●

平成28年4月
発売予定
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ポリエチレンパイプ

施工現場
レポート

奈良県・奈良市

PAL/Vol.17512

有限会社大東・藤谷
建築設計事務所
辰巳 光男さん

能美防災株式会社
大阪支社 文化財推進室
吉田 博行さん

奈良の古刹を火災から守る
ポリエチレンパイプ

奈良の古刹を火災から守る
ポリエチレンパイプ

度
重
な
る
火
災
に
見
舞
わ
れ
て

き
た
興
福
寺

　
藤
原
鎌
足
を
祖
と
す
る
藤
原
氏

の
氏
寺
と
し
て
和
銅
３
年
、平
城
京

遷
都
と
時
を
同
じ
く
し
て
創
建
さ

れ
た
と
さ
れ
る
興
福
寺
。国
宝
の
五

重
塔
、三
重
塔
、東
金
堂
、北
円
堂
に

加
え
重
要
文
化
財
の
南
円
堂
な
ど

歴
史
的
に
重
要
な
建
築
物
で
構
成

さ
れ
る
寺
院
は
、幾
度
も
火
災
の
被

害
に
あ
り
、焼
失
と
再
建
を
繰
り

返
し
て
き
た
。と
く
に
治
承
4
年

（
1
1
8
0
年
）、平
重
衡
の
南
都
焼

討
に
よ
る
被
害
は
甚
大
で
、大
半
の

伽
藍
が
焼
失
。 

創
建
当
時
の
建
物
は

な
く
、現
存
す
る
建
造
物
は
鎌
倉
時

代
か
ら
室
町
時
代
の
も
の
で
あ
る
。

S
G
P
管
を
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

パ
イ
プ
で
布
設
替
え

　
こ
れ
ら
木
造
建
造
物
を
火
災
か

ら
守
る
消
火
設
備
は
、火
災
発
生
時

に
貯
水
槽
か
ら
ポ
ン
プ
で
圧
送
し
放
水
す
る
も
の
。

し
か
し
消
火
設
備
は
古
く
、配
管
に
使
用
さ
れ
た

S
G
P
管
は
昭
和
49
年
頃
に
布
設
さ
れ
た
も
の
で
、

老
朽
化
が
激
し
く
漏
水
が
た
び
た
び
発
生
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
興
福
寺
は
奈
良
県
文
化
財
保
護
課
に
更
新
工
事

の
申
請
を
行
い
、消
火
設
備
の
ほ
か
自
動
火
災
報
知

設
備
・
防
犯
設
備
の
更
新
工
事
が
決
ま
っ
た
。現
在
、

文
化
庁
の
補
助
を
受
け
、平
成
25
年
12
月
か
ら
平
成

29
年
3
月
ま
で
の
予
定
で
更
新
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
消
火
設
備
の
更
新
工
事
で
は
、3
0
0

ト
ン
の
貯
水
槽
の
補
修
、消
火
ポ
ン
プ
の
入
れ
替
え
、

そ
し
て
消
火
配
管
の
布
設
替
え
、消
火
栓
や
放
水
銃
の

更
新
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。な
か
で
も
広
い
境
内
の
消

火
配
管
を
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
へ

の
布
設
替
え
工
事
は
、全
体
工
事
の
中
核
で
あ
る
。

耐
震
性
に
優
れ
た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

　
消
火
配
管
の
設
計
を
担
当
し
た
は
、こ
れ
ま
で
多
く

の
社
寺
仏
閣
の
消
火
配
管
の
更
新
設
計
を
手
が
け
て
き

た
有
限
会
社
大
東
・
藤
谷
建
築
設
計
事
務
所
の
辰
巳
光

男
さ
ん
。ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
採
用
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、耐
震
管
と
し
て
の
信
頼
性
を
取
り
あ
げ
た
。

　「
い
ざ
と
い
う
時（
地
震
発
生
時
）に
消
火
設
備
が
使

え
な
い
と
意
味
が
な
い
。ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
耐
震

性
は
近
年
、各
地
の
地
震
災
害
で
優
れ
た
結
果
が
出
て

き
て
お
り
、地
震
時
の
信
頼
度
が
高
い
。ま
た
、寺
社
で

主
に
使
用
さ
れ
る
50
か
ら
2
0
0
ま
で
の
口
径
が
揃
っ

て
い
る
の
で
、管
種
が
統
一で
き
る
。施
工
性
の
良
さ
も
手

伝
っ
て
、こ
の
よ
う
な
寺
社
の
消
火
配
管
に
は
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
パ
イ
プ
が
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
」と
話
し
た
。

錆
び
ず
に
長
期
使
用
が
可
能
な

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

　
一
方
、工
事
を
担
当
し
た
能
美
防
災
株
式
会
社
文
化
財

推
進
室
の
吉
田
博
行
さ
ん
は
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の

利
点
に
つ
い
て
、腐
食
の
心
配
が
な
い
こ
と
を
あ
げ
た
。

「
金
属
管
の
場
合
は
迷
走
電
流
を
拾
い
ピ
ン
ホ
ー
ル
か

ら
腐
食
し
、漏
水
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
。ポ

リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
そ
う
し
た
心
配
が
な
く
、長
期
的

な
使
用
が
可
能
で
あ
る
」と
語
っ
た
。

　
施
工
面
か
ら
も「
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
軽
量
な
の

で
口
径
1
5
0
ま
で
で
あ
れ
ば
、重
機
を
必
要
と
せ
ず

人
力
で
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
は
管
の
切
断
な
ど
現
場
加
工
が
し
や
す
い
」と
評

価
が
高
い
。

　
消
火
配
管
の
布
設
替
え
工
事
は
、長
期
工
事
と
な
っ
て

い
る
が
、そ
の
理
由
は
一
般
の
参
拝
者
を
優
先
す
る
た
め
、

工
事
は
部
分
的
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
と
、新
規
の
布
設

箇
所
は
発
掘
調
査
後
の
工
事
と
な
る
た
め
で
あ
る
。

　
興
福
寺
で
は
、こ
の
工
事
の
後
、平
成
22
年
よ
り
建
設

工
事
が
行
わ
れ
て
き
た
中
金
堂
が
平
成
30
年
に
落
慶
す

る
。中
金
堂
は
江
戸
中
期
の

火
災
に
よ
る
焼
失
後
の
再

建
と
な
る
。こ
の
よ
う
に
火

災
と
再
建
を
繰
り
返
し
て

き
た
興
福
寺
で
あ
る
が
、今

後
は
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を

含
め
た
新
し
い
防
災
シ
ス

テ
ム
に
よ
っ
て
後
世
に
そ
の

姿
を
残
し
て
い
く
。

登録認定の内容

適用消火設備

製品案内  消火用ポリエチレンパイプ・継手
（一財）日本消防設備安全センターの登録認定品
呼び径50、７５、１００、１５０、２００を認定取得

消火用ポリエチレンパイプの使用条件
最高使用圧力：
1.25MPa（呼び径50～150）
1.20MPa（呼び径200）

五重塔の放水銃

中金堂前の消火配管
（ポリエチレンパイプφ200）

菩提院大御堂前の消火配管
（ポリエチレンパイプφ50）

五重塔北側の消火配管
（ポリエチレンパイプφ150）

EF接合（電気融着中）

五重塔での放水テスト

消防庁告示第19号に基づく
（一財）日本消防設備安全セ
ンターによる登録認定取得
で、煩わしい個別物件ごと
の申請手続きが不要です。

平成２７年１０月１日の省令（※）改正により石油コンビナート地区等における消火用屋外給水設備
（埋設）に消火用ポリエチレンパイプが使用できるようになりました。

認定証

●屋外消火栓設備
●屋内消火栓設備
●湿式スプリンクラー設備埋設用途
   ・湿式水噴霧消火設備埋設用途
●湿式泡消火設備埋設用途
（但し、消火剤混合装置の一次側で水配管に限る）

屋外消火栓設備配管例

※「石油コンビナート等における特定防災施設等及び防災組織等に関する省令の一部を改正する省令」

クランプでパイプを固定し、
出力ケーブルを接続

東金堂東側の消火配管（ポリエチレンパイプφ100）

消火配管概略図
消火配管は（赤と緑の）
２系統である。

北円堂
（国宝）

南円堂
（重文）

仮金堂

三重塔
（国宝）

五重塔
（国宝）

南大門跡

中金堂
建設中

国宝館

東金堂
（国宝）

本坊

ポンプ室 貯水槽
大湯屋
（重文）

菩提院
大御堂

φ200φ150

φ100

φ50



PAL/Vol.175 11

ポリエチレンパイプ

施工現場
レポート
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度
重
な
る
火
災
に
見
舞
わ
れ
て

き
た
興
福
寺

　
藤
原
鎌
足
を
祖
と
す
る
藤
原
氏

の
氏
寺
と
し
て
和
銅
３
年
、平
城
京

遷
都
と
時
を
同
じ
く
し
て
創
建
さ

れ
た
と
さ
れ
る
興
福
寺
。国
宝
の
五

重
塔
、三
重
塔
、東
金
堂
、北
円
堂
に

加
え
重
要
文
化
財
の
南
円
堂
な
ど

歴
史
的
に
重
要
な
建
築
物
で
構
成

さ
れ
る
寺
院
は
、幾
度
も
火
災
の
被

害
に
あ
り
、焼
失
と
再
建
を
繰
り

返
し
て
き
た
。と
く
に
治
承
4
年

（
1
1
8
0
年
）、平
重
衡
の
南
都
焼

討
に
よ
る
被
害
は
甚
大
で
、大
半
の

伽
藍
が
焼
失
。 

創
建
当
時
の
建
物
は

な
く
、現
存
す
る
建
造
物
は
鎌
倉
時

代
か
ら
室
町
時
代
の
も
の
で
あ
る
。

S
G
P
管
を
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

パ
イ
プ
で
布
設
替
え

　
こ
れ
ら
木
造
建
造
物
を
火
災
か

ら
守
る
消
火
設
備
は
、火
災
発
生
時

に
貯
水
槽
か
ら
ポ
ン
プ
で
圧
送
し
放
水
す
る
も
の
。

し
か
し
消
火
設
備
は
古
く
、配
管
に
使
用
さ
れ
た

S
G
P
管
は
昭
和
49
年
頃
に
布
設
さ
れ
た
も
の
で
、

老
朽
化
が
激
し
く
漏
水
が
た
び
た
び
発
生
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
興
福
寺
は
奈
良
県
文
化
財
保
護
課
に
更
新
工
事

の
申
請
を
行
い
、消
火
設
備
の
ほ
か
自
動
火
災
報
知

設
備
・
防
犯
設
備
の
更
新
工
事
が
決
ま
っ
た
。現
在
、

文
化
庁
の
補
助
を
受
け
、平
成
25
年
12
月
か
ら
平
成

29
年
3
月
ま
で
の
予
定
で
更
新
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
消
火
設
備
の
更
新
工
事
で
は
、3
0
0

ト
ン
の
貯
水
槽
の
補
修
、消
火
ポ
ン
プ
の
入
れ
替
え
、

そ
し
て
消
火
配
管
の
布
設
替
え
、消
火
栓
や
放
水
銃
の

更
新
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。な
か
で
も
広
い
境
内
の
消

火
配
管
を
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
へ

の
布
設
替
え
工
事
は
、全
体
工
事
の
中
核
で
あ
る
。

耐
震
性
に
優
れ
た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

　
消
火
配
管
の
設
計
を
担
当
し
た
は
、こ
れ
ま
で
多
く

の
社
寺
仏
閣
の
消
火
配
管
の
更
新
設
計
を
手
が
け
て
き

た
有
限
会
社
大
東
・
藤
谷
建
築
設
計
事
務
所
の
辰
巳
光

男
さ
ん
。ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
採
用
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、耐
震
管
と
し
て
の
信
頼
性
を
取
り
あ
げ
た
。

　「
い
ざ
と
い
う
時（
地
震
発
生
時
）に
消
火
設
備
が
使

え
な
い
と
意
味
が
な
い
。ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
耐
震

性
は
近
年
、各
地
の
地
震
災
害
で
優
れ
た
結
果
が
出
て

き
て
お
り
、地
震
時
の
信
頼
度
が
高
い
。ま
た
、寺
社
で

主
に
使
用
さ
れ
る
50
か
ら
2
0
0
ま
で
の
口
径
が
揃
っ

て
い
る
の
で
、管
種
が
統
一で
き
る
。施
工
性
の
良
さ
も
手

伝
っ
て
、こ
の
よ
う
な
寺
社
の
消
火
配
管
に
は
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
パ
イ
プ
が
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
」と
話
し
た
。

錆
び
ず
に
長
期
使
用
が
可
能
な

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

　
一
方
、工
事
を
担
当
し
た
能
美
防
災
株
式
会
社
文
化
財

推
進
室
の
吉
田
博
行
さ
ん
は
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の

利
点
に
つ
い
て
、腐
食
の
心
配
が
な
い
こ
と
を
あ
げ
た
。

「
金
属
管
の
場
合
は
迷
走
電
流
を
拾
い
ピ
ン
ホ
ー
ル
か

ら
腐
食
し
、漏
水
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
。ポ

リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
そ
う
し
た
心
配
が
な
く
、長
期
的

な
使
用
が
可
能
で
あ
る
」と
語
っ
た
。

　
施
工
面
か
ら
も「
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
軽
量
な
の

で
口
径
1
5
0
ま
で
で
あ
れ
ば
、重
機
を
必
要
と
せ
ず

人
力
で
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
は
管
の
切
断
な
ど
現
場
加
工
が
し
や
す
い
」と
評

価
が
高
い
。

　
消
火
配
管
の
布
設
替
え
工
事
は
、長
期
工
事
と
な
っ
て

い
る
が
、そ
の
理
由
は
一
般
の
参
拝
者
を
優
先
す
る
た
め
、

工
事
は
部
分
的
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
と
、新
規
の
布
設

箇
所
は
発
掘
調
査
後
の
工
事
と
な
る
た
め
で
あ
る
。

　
興
福
寺
で
は
、こ
の
工
事
の
後
、平
成
22
年
よ
り
建
設

工
事
が
行
わ
れ
て
き
た
中
金
堂
が
平
成
30
年
に
落
慶
す

る
。中
金
堂
は
江
戸
中
期
の

火
災
に
よ
る
焼
失
後
の
再

建
と
な
る
。こ
の
よ
う
に
火

災
と
再
建
を
繰
り
返
し
て

き
た
興
福
寺
で
あ
る
が
、今

後
は
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を

含
め
た
新
し
い
防
災
シ
ス

テ
ム
に
よ
っ
て
後
世
に
そ
の

姿
を
残
し
て
い
く
。

登録認定の内容

適用消火設備

製品案内  消火用ポリエチレンパイプ・継手
（一財）日本消防設備安全センターの登録認定品
呼び径50、７５、１００、１５０、２００を認定取得

消火用ポリエチレンパイプの使用条件
最高使用圧力：
1.25MPa（呼び径50～150）
1.20MPa（呼び径200）

五重塔の放水銃

中金堂前の消火配管
（ポリエチレンパイプφ200）

菩提院大御堂前の消火配管
（ポリエチレンパイプφ50）

五重塔北側の消火配管
（ポリエチレンパイプφ150）

EF接合（電気融着中）

五重塔での放水テスト

消防庁告示第19号に基づく
（一財）日本消防設備安全セ
ンターによる登録認定取得
で、煩わしい個別物件ごと
の申請手続きが不要です。

平成２７年１０月１日の省令（※）改正により石油コンビナート地区等における消火用屋外給水設備
（埋設）に消火用ポリエチレンパイプが使用できるようになりました。

認定証

●屋外消火栓設備
●屋内消火栓設備
●湿式スプリンクラー設備埋設用途
   ・湿式水噴霧消火設備埋設用途
●湿式泡消火設備埋設用途
（但し、消火剤混合装置の一次側で水配管に限る）

屋外消火栓設備配管例

※「石油コンビナート等における特定防災施設等及び防災組織等に関する省令の一部を改正する省令」

クランプでパイプを固定し、
出力ケーブルを接続

東金堂東側の消火配管（ポリエチレンパイプφ100）

消火配管概略図
消火配管は（赤と緑の）
２系統である。

北円堂
（国宝）

南円堂
（重文）

仮金堂

三重塔
（国宝）

五重塔
（国宝）

南大門跡

中金堂
建設中

国宝館

東金堂
（国宝）

本坊

ポンプ室 貯水槽
大湯屋
（重文）

菩提院
大御堂

φ200φ150

φ100

φ50
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断熱有 断熱無 断熱有 断熱無

メーター
ボックス
から

非常兼用
給水栓が
洗面の場合

▲ポール１/２構造で
　運搬費が大幅に節約

バッテリー内蔵

上・下連結

新製品紹介

貯水機能付防災ヘッダー 貯めてるゾー 災害用トイレ配管システムの各種オプション
天井設置用に加えて、床下設置用をラインナップ

床下設置用床下設置用

●キッチン、浴槽等のリフォーム時に　●天井の設置スペース確保が困難なときに

●最大36Ｌ（18Ｌ）の水道水を備蓄

各種水栓を使用するたびに、貯水部の複数箇所から水道水が取り
出されるため、貯水部には常に新しい水道水が備蓄されます。

●常に新しい水道水を備蓄

●備蓄水はフットポンプで取り出し

通常使用時

「貯めてるゾー」「貯めてるゾー」「貯めてるゾー」水道水は　　　　　　　  に
入ってから給水

水道源
（一次側）

18本分×
ペットボトル2ℓ

断水時

非常兼用給水栓（洗面等）
だけに給水

断水

加圧用
コンセント

フットポンプ

×

逆流防止

水道源
（一次側）

断水の時には、加圧用コンセントにフットポンプおよびホースを
接続・加圧し、非常用に設定された水栓を開くことで、備蓄され
た水を取り出すことができます。

家族4人／3日分の
備蓄が可能

コンパクト＆
リーズナブル 36ℓ

36ℓ

18ℓ

18ℓ

「貯めてるゾー床下設置用」の特長「貯めてるゾー床下設置用」の特長

●特別なメンテナンスは
　不要

メンテ
不要！

選べる貯めてるゾー選べる貯めてるゾー

移動式昇進型手押しポンプ 〈東邦工業（株）製〉移動式昇進型手押しポンプ 〈東邦工業（株）製〉

１月販売開始

加圧

固定式のポンプに替わって、災害時のときに移動させて設置。 水源となる貯水槽やプールの水を揚水します。固定式のポンプに替わって、災害時のときに移動させて設置。 水源となる貯水槽やプールの水を揚水します。

センサー調光型ソーラーＬＥＤ照明灯並びにソーラーを利用した超小型ポンプ 〈（株）土井製作所製〉センサー調光型ソーラーＬＥＤ照明灯並びにソーラーを利用した超小型ポンプ 〈（株）土井製作所製〉

吐出ホース20m
（簡単接続カムロック式）
付き

①大きめのタイヤ付アルミ製台車
②ステンレススリーブ挿入
③ステンレスロット棒・ステンレスボルト採用
④ホースは簡単接続・簡単延長
⑤ホース先端に底フート弁付き
⑥ニ方向に切り替え可能なバルブつき（使い勝手良し！）
⑦密閉型で圧送可
⑧実用的な大容量（最大1300ｍℓ/ストローク）

特　長

その他の特長

夜間のトイレをソーラー電気で明るく照らす
1.センサー感知のソーラー照明

ソーラー電気を活用した超小型自動ポンプで楽々給水！！
2.ソーラーで蓄電した電気を利用した、超小型自動ポンプ

選べる３つ取り付け方法・・・既設ポール、壁面、後付け設置も可能

一 体 取 付 分 離 取 付 パ ネ ル 増 設

手押しポンプ

プールや井戸水

洗浄ユニット
貯水槽

揚程

コネクタ

コネクタ

満センサー

空センサー

差動
スイッチ

揚水ポンプの
吐出口の高さ

ポ
ン
プ

蓄電池ACアダプター
ソーラーパネル

貯水槽の水の供給：
手押しポンプ方式の場合

■本システムは、災害用商業電源停電後、運用します。電源は太陽光発電システムとし、独立電
源とします。

■100Aｈ蓄電池を組み込んだソーラーポンプは、不日照日数２．４日間は、１日１６回の貯水槽
の水門を開放できます。

■貯水槽標準水量80ℓの水位に達したら水の供給が停止しする自動供給ソーラーポンプです。
■本システムは、使用地域の日照時間等を考慮して仕様を決定しますので、ご検討の際は右記
お問い合わせまでご相談ください。

自動給水ソーラーポンプの提案

㈱土井製作所
開発営業部
ＴＥＬ：03-3647-6956　
FAX：03-3647-9484

技術的なお問い合わせ先

自動ポンプで
楽々給水

通 常 時

断水 ×

吸込ホース10m
（簡単接続カムロック式）
付き

1

2

●ソーラー LED照明では最大級の明るさ（検知時1000lm、700lm）
●バッテリー残量に応じて検知時の点灯照度を自動制御
●広い検知エリア（高さ2.5～4.5mで15×15mを検知）

断 水 時

設置状況

加圧用
コンセント

85
0

295
600

300
390

29
5

13
15

Φ215

34
0 185

106

最
大

97
5(

最
小

83
5)

200 

フット
ポンプを
接続
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「下水道展’15東京」出展のご報告

「INCHEM TOKYO 2015 プラントショー」出展のご報告

「ホスペックスジャパン2015 」出展のご報告

「第１回無電柱化推進展」出展のご報告

多くの来場者でにぎわうクボタシーアイブース

「貯めてるゾー18L」の床下置き仕様

①最下層専用集合管（２段階モデル）
4SRⅡシリーズ

さや管ヤリトリ継手
起点側・終点側の２方向から施工をする場合、
中間部でのヤリトリ施工が可能になります。

「第47回管工機材・設備総合展  東京」
「第17回管工機材・設備総合展  大阪」出展のご報告

KCニュースKCニュースKCニュース

　下水道に関する最新の技術・機器を紹介する下水道展が、平成27年7月28日から
31日まで、東京ビッグサイトで開催されました。
　クボタシーアイは、株式会社クボタ・クボタ環境サービス株式会社・クボタ機工株式
会社との4社合同で出展し、「下水道まるごとソリューション」のテーマのもと、２つの
ソリューションを提案しました。
　１つ目のソリューションは、老朽化した管路を
更新する技術であり、EX工法とダンビー工法
を紹介しました。またマンホール内でコンパク
トで、簡単に使用できる合流式下水道用内副管
継手K型＜スマートキャッチ＞も展示しました。
　２つ目のソリューションは、避難所などに設
置される災害用トイレ（マンホールトイレ）配管
システム。展示ブースでは、貯水槽から災害用
トイレ、そして貯留槽にいたるまで一連のシス
テムを実物の製品と模型を組み合わせて展示
しました。

　アジア最大級の化学産業を中心としたプロセス産業およびプラント
設備、エンジニアリングの総合展示会であるINCHEM TOKYOが、平成
27年11月25日～27日の日程で東京ビッグサイトで開催されました。
INCHEM TOKYOは４つの展示会からなり、化学およびプロセス産業用
プラントの専門展示会であるプラントショーにクボタシーアイは、（株）
クボタと共同出展しました。
　数多くの展示品のなかでもひときわ存在感を示したのが、“配管の
リニューアルコーナー”に展示した圧力用高密度ポリエチレンパイプ。
φ630の大口径ポリエチレンパイプをバット融着機とともに展示したこ
とで、多くの来場者の注目を集めました。
　また、ポリエチレンパイプの軽量、柔軟性を実際に手に取って実感
してもらう展示を行い、日頃、プラスチックパイプを使用しない来場者に
その特長を大いにアピールしました。
　その他の“配管のリニューアルコーナー”では高温配管材、耐候性
カラーパイプ、各種ポリエチレンパイプを、“災害対策コーナー”では
雨水貯留浸透槽「RAIN望スタジアム」、災害用トイレ配管システム、
更生工法を展示しました。

　日本医療福祉設備協会ならびに日本能率協会の主催による「ホスペ
ックスジャパン2015」が平成27年11月25日～27日の日程で東京
ビッグサイトで開催されました。本展示会には、病院・福祉設備機器、医
療・福祉機器、病院・福祉給食関連の企業が参加し、クボタシーアイは病
院やオフィスなどで採用が進む放射天井パネル「biklimaxシステム※」
を展示しました。
　オフィスをイメージしたブースに展示されたのは、グリッド天井用の
メタルパネルと在来天井用のプラスターパネルの２種類。放射冷暖房
という新しい空調システムを説明するパネルととともに、壁にはプラス
ターパネルに冷
水を流し、パネル
の表面温度をサ
ーモグラフィー
でモニタリング
するなど、放射冷
暖房になじみの
ない人にも理解
していただける
展示をしました。
※イタリアRDZ社製

　平成27年７月22日から24日の日程で、東京ビッグサイトで無電柱化推進展が開
催されました。本展示会は、（一社）日本能率協会主催の無電柱化促進に向けた電気設
備、共同溝設備、掘削機器、省コスト技術に特化した展示会で、今回が初めての開催と
なりました。
　長年、ケーブル保護管の各製品を提供して
きた弊社もこの展示会に出展し、「さや管ヤリ
トリ継手」、「ダミー管用固定板」、「ボルト固定
式ロータス管」、「さや管スペーサ」などの新製
品展示のほか、狭小地区向けのコンパクトな電
線共同溝を提案しました。

　管工機材業界関連企業が数多く参加し、各企業の最新
技術が一堂に展示される管工機材・設備総合展が東京と
大阪で行われ、クボタシーアイは建築設備関係製品の
新製品を多数出展しました。
　なかでも注目は、平成28年1月発売開始予定の「貯め
てるゾー18L」の床下置き仕様。断水に備えて水道水を
備蓄できる「貯めてるゾー」を床下に設置できるようにす
ることで、リフォームでの取り付けが容易になりました。
展示ブースでは、実際に本体から取水できるセットを用
意し、来場者に使用のしかたなども含めて製品をアピー
ルしました。
　その他、排水集合管の最下層集合管（２段階モデル）、
建築設備用ポリエチレンパイプのニューラインナップ製
品、透明スマート掃除口継手を新製品として紹介しました。

・東 京 会 場：平成27年7月28日～30日　於：東京ビッグサイト
・大 阪 会 場：平成27年9月10日～12日　於：インテックス大阪

φ630（SDR17）圧力用高密度ポリエチレンパイプに
バット融着機

クボタグループブース全景

多くの来場者を集めたクボタシーアイブース

建築設備で汎用性の高い高温給水用のポリブテン継手、
高温排水用継手、耐候性カラーパイプ

ポリエチレンパイプの軽量、柔軟性が確認
できるコーナー

クボタシーアイブース

Ⓐ:プラスターパネル、Ⓑ:メタルパネル

クボタシーアイブース（写真は全て東京ビッグサイトでの撮影）

プラスターパネル●Ⓐの表面温度をサーモグラフィーで
測定し、モニターに表示

避難所トイレのソリューション
災害用トイレ配管システムの構成
●①自動給水ポンプ ●
②貯水槽 ●
③水位センサー
●④リブパイプ（φ150） ●
⑤リブ小型マンホール
●⑥鋳鉄製蓋 ●
⑦洋式便座
●⑧レジンコンクリート製貯留槽
　（縮尺1/4模型）

●①

●②

●③

●④
●⑤

●⑥

●⑦●⑧

蛇口

ポンプ

貯めてるゾー本体

●①

●●Ⓐ

●●Ⓑ
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磐越自動
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を
蒸
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
運
良
く
見
る
こ
と
が
で
き
た
。蒸
気
が
も

う
も
う
と
登
る
仕
込
み
シ
ー
ズ
ン
の
な
ら
で
は
光
景

で
あ
る
。仕
込
み
蔵
の
次
は
、薄
暗
い
瓶
詰
め
さ
れ

た
酒
の
貯
蔵
庫
。ま
る
で
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
地
下
貯
蔵

庫
の
よ
う
な
場
所
で
年
代
物
の
大
吟
醸
が
整
然
と

並
べ
ら
れ
て
い
る
。値
段
は
当
然
、高
く
な
る
が
味

に
関
し
て
は
、人
の
好
み
と
い
う
の
が
金
谷
さ
ん
の

説
明
。見
学
の
最
後
に
自
分
の
好
み
の
お
酒
を
見

つ
け
ら
れ
る
よ
う
、常
時
10
種
類
ほ
ど
の
日
本
酒
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
蔵
が
す
ご
い
の
は
酒
作
り
だ
け
で
は
な
い
。

２
階
の
大
広
間
に
は
、松
平
容
保
や
会
津
の
医
聖
、

野
口
英
世
の
書
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。末
廣
酒

造
は
、野
口
英
世
が
父
と
仰
い
だ
恩
師
小
林
栄
氏

の
姉
の
嫁
ぎ
先
で
、野
口
英
世
が
一
時
帰
国
し
た
お

り
に
同
蔵
で
書
を
書
い
て
お
り
、そ
の
時
に
撮
っ
た

写
真
も
残
さ
れ
て
い
る
。幕
末
か
ら
会
津
を
見
て

き
た
酒
蔵
だ
け
に
、お
酒
は
も
ち
ろ
ん
町
の
歴
史

を
存
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

会
津
若
松
が
最
も
注
目
さ
れ
た
幕
末
・
明
治
維
新
。「
義
を
重

ん
じ
る
」藩
主
松
平
容か

た

保も
り

は
、幕
府
側
に
つ
き
、江
戸
城
の

無
血
開
城
後
も
会
津
若
松
城
で
徹
底
抗
戦
を
貫
い
た
。そ
ん

な
実
直
な
会
津
武
士
の
魂
を
受
け
継
い
だ
よ
う
な
職
人
た

ち
が
伝
統
を
守
っ
て
い
る
。

や
な
ど
様
々
な
顔
料
を
漆
に
溶
か
し
、文
様
を
描

い
た
り
、そ
の
後
に
金
粉
や
銀
粉
な
ど
を
蒔
く
手

法
で
あ
る
。

　
山
内
さ
ん
の
蒔
絵
は
、会
津
漆
器
の
伝
統
的
な

菊
桐
文
様
か
ら
現
代
的
な
文
様
ま
で
幅
広
い
。現

在
人
気
が
高
い
の
が
、色
鮮
や
か
な
草
花
の
デ
ザ

イ
ン
だ
。朱
色
や
黒
色
の
椀
や
重
箱
に
描
か
れ
た

明
る
い
色
彩
に
は
今
ま
で
漆
器
で
は
感
じ
得
な
い

楽
し
さ
を
感
じ
る
。「
伝
統
的
な
技
法
を
使
い
な

が
ら
も
、若
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
を

追
求
し
て
い
か
な
い
と
会
津
漆
器
の
伝
統
は
途
絶

え
て
し
ま
う
」と
山
内
さ
ん
。さ
ら
に
は「
漆
器
は

使
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
。置
物
や
茶
箪
笥
の
肥
や
し

に
な
っ
て
は
意
味
が
な
い
。そ
の
た
め
生
活
の
中
で

使
い
た
く
な
る
商
品
、使
い
や
す
い
商
品
の
製
作

に
い
つ
も
想
い
を
巡
ら
し
て
い
る
」と
語
る
。

伝
統
文
化
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
む

会
津
漆
器

　
会
津
若
松
の
町
に
は
職
人
蔵
が
点
在
し
、多
く

の
職
人
文
化
が
残
っ
て
い
る
。な
か
で
も
会
津
漆
器

は
会
津
を
代
表
的
す
る
伝
統
工
芸
で
、蒲
生
氏

郷
が
16
世
紀
後
半
に
出
身
地
の
近
江
の
国
か
ら

木
地
師
と
塗
師
を
招
き
、会
津
漆
器
の
基
礎
を

作
り
上
げ
た
。早
く
か
ら
問
屋
制
度
が
確
立
し
た

会
津
漆
器
で
は
あ
る
が
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
増

加
と
と
も
に
漆
器
の
需
要
が
減
少
し
、後
継
者
の

減
少
と
相
ま
っ
て
産
業
全
体
の
衰
退
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。そ
ん
な
逆
風
の
中
で
も
伝
統
技
術
を

継
承
し
、自
ら
の
製
品
を
直
接
消
費
者
へ
ア
ピ
ー

ル
す
る
職
人
が
増
え
て
い
る
。

　
観
光
客
が
集
ま
る
七
日
町
通
り
か
ら
三
筋
北

に
上
が
っ
た
蔵
で
工
房
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
持
つ
山
内

泰
次
さ
ん
も
会
津
漆
器
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
一

人
だ
。百
年
以
上
続
く
漆
芸
家
の
３
代
目
で
あ
る

山
内
さ
ん
は
、大
学
を
卒
業
し
、営
業
職
に
就
く

も
の
の
25
歳
で
こ
の
道
に
入
り
、36
歳
の
若
さ
で

会
津
塗
り
の
加
飾
部
門
で
伝
統
工
芸
士
と
な
っ

た
。山
内
さ
ん
が
行
う
蒔
絵
と
は
、朱
や
緑
や
黄

藩士の子弟が天文学を
学んでいる様子。

伝統工芸士
山内泰次さん

小型の重箱に
草花の文様を描く

会津漆器の伝統的な
「菊桐文様」

150kgの酒米が40～50分
蒸される。

貯蔵されたお酒は古酒として
販売される。

600Lのタンクの前では、
蒸し上がった米が冷まされる。

酒米の解説をする金谷清明さん

山内さんの代表作
「四季草花」シリーズ

会津若松城（鶴ヶ城）
1590年蒲生氏郷が入城し近世城郭に改造。
蒲生家の舞鶴の家紋にちなんで鶴ヶ城と呼ば
れた。昭和40年に復元され平成27年に復元
50周年の記念行事が行われた。

野口英世の書「鴻図」（大きな仕事がうまく
行くよう計画を立てる意味）

　
白
虎
隊
な
ど
江
戸
後
期
の
会
津
藩
士
の
子
弟

は
皆
、會
津
藩
校「
日
新
館
」で
学
問
や
武
芸
を

学
ん
だ
。日
新
館
は
、19
世
紀
初
頭
、緩
み
か
け

た
武
士
の
精
神
を
立
て
直
し
、教
育
振
興
を
目

的
に
城
の
近
く
に
建
築
さ
れ
た
。会
津
戦
争
で

焼
失
し
た
が
、昭
和
62
年
、郊
外
に
同
じ
ス
ケ
ー

ル
で
再
建
さ
れ
た
。広
々
と
し
た
敷
地
内
に
は
、

蝋
人
形
を
使
い
当
時
の
学
び
の
様
子
を
再
現
し

て
い
る
。弓
道
場
や
武
道
場
な
ど
の
施
設
も
あ
り
、

当
時
の
藩
校
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
充
実
し

た
教
育
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
伺
う
こ
と
が
で
き

る
。

白虎隊の学び舎
「會津藩校 日新館」
福島県会津若松 市河東町南高野
字高塚山10
TEL:0242-75-2525

会
津
の
魂
、白
虎
隊

　
当
時
16
〜
17
歳
の
白
虎
隊
が
、会
津
若
松
城

の
炎
上
を
見
て
絶
望
し
、自
刃
し
た
の
が
飯
森
山
。

会
津
若
松
の
主
要
な
観
光
地
と
な
っ
て
い
る
こ
の

山
の
中
腹
に
は
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る「
さ
ざ

え
堂
」が
あ
り
、白
虎
隊
と
は
関
係
な
い
が
、螺
旋

階
段
の
珍
し
い
木
造
建
築
で
注
目
を
集
め
て
い
る
。

か
つ
て
は
33
体
の
観
音
像
が
安
置
さ
れ
て
い
て
、こ

こ
を
お
参
り
す
る
だ
け
で
西
国
三
十
三
カ
所
を

回
っ
た
と
同
じ
ご
利
益
が
あ
っ
た
と
さ
れ
た
。

　
さ
ざ
え
堂
の
上
に
は
自
決
し
た
白
虎
隊
19
名

の
お
墓
が
あ
り
、花
が
手
向
け
ら
れ
、線
香
の
煙
が

絶
え
な
い
。さ
ら
に
進
む
と
、十
代
の
若
き
白
虎
隊

が
自
刃
を
決
行
し
た
場
所
に
会
津
若
松
城
を
見

る
少
年
隊
士
の
像
が
建
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
白
虎

隊
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、幕
末
の
会
津
藩
や
新
撰

組
の
史
料
が
飯
森
山
の
入
り
口
に
あ
る「
白
虎
隊

記
念
館
」に
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
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磐越自動
車道

越後街道

会津若松

会津若松駅

七日町駅

西若松駅

末廣酒造

會津藩校日新館

飯盛山

会津若松城
（鶴ヶ城）

御蒔絵やまうち

七日町通り

64

59

118

121

49

さざえ堂

J
R
只
見
線

会津若松観光マップ

に
っ
ぽ
ん
探
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福
島
県
・
会
津
若
松
市

実
直
な
職
人
気
質
が
今
な
お
息
づ
く
会
津
の
城
下
町

実
直
な
職
人
気
質
が
今
な
お
息
づ
く
会
津
の
城
下
町

さざえ堂、正式名称「円通三匝堂」
高さ16.5ｍ、六角三層のお堂で、上りと
下りの階段が別々という珍しい建物。

御蒔絵　やまうち
会津若松市大町1-5-23
工房やギャラリーは見学可能。
蒔絵体験は要予約。

末廣酒造嘉永蔵
会津若松市日新町12-38 
TEL：0242-27-0002
見学は9時から

白虎隊自刃の地
飯盛山に到着した隊士たちが
会津若松城が炎上する光景を
見たとされる。
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造
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造
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1
8
5
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史
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潜
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を
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運
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と
が
で
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と
登
る
仕
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み
シ
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ン
の
な
ら
で
は
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景

で
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。仕
込
み
蔵
の
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は
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瓶
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れ

た
酒
の
貯
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庫
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で
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
地
下
貯
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の
よ
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な
場
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で
年
代
物
の
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吟
醸
が
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然
と
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は
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く
な
る
が
味

に
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は
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の
好
み
と
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の
が
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さ
ん
の

説
明
。見
学
の
最
後
に
自
分
の
好
み
の
お
酒
を
見
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、常
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10
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類
ほ
ど
の
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本
酒
が

用
意
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る
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あ
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入
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館
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を
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新製品のご案内 最下階専用集合管

4SRⅡ, 4SRTⅡ, 
4SRTGⅡ

タフカラーパイプ・継手（耐候性向上仕様）

最下階専用集合管（4SRシリーズ）
に、4SRⅡ・4SRTⅡ・4SRTGⅡが
加わりました。
これにより、4SR・4SRⅡシリーズの
枝管バリエーションは、4SL・4SLⅡ
シリーズと同等に。
現場毎の納まりに合わせて、豊富な
バリエーションから集合管をお選び
いただけます。

※右図はコンパクトLベンドを用いた参考配管図です。
　通常のLベンド（首長を除く）を用いて施工することも可能です。

コンパクトLベンドの立
て管受け口は差込み形
ゴムリング接合です。
自重による抜け・落下
を防止するために、必ず
最初に専用支持金具で
本体を固定してください。

4SRTⅡ参考配管図4SRTⅡ参考配管図

最下階専用集合管（足切りー120mm）
4SRT2ーA3ーA0010ーP350ーS【ー120mm】
（シンドカット巻、A寸法210）

立て管100A

コンパクト5Lベンド用
支持金具（ゴム付）

コンパクト5Lベンド
（BW-R-5×6）

横主管105A160
255
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ミルクホワイト色のφ65、125品を新たに品揃えしました。
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●タフカラー継手（ミルクホワイト色）

●タフカラーパイプ（ミルクホワイト色）
VP管 VU管クボタシーアイのタフカラーパイプ・継手は、光や熱に退色しにくい耐候性

向上仕様。外壁材に応じてお選びいただけるよう（シルバーグレー、ココア
ブラウン、アイボリー、ミルクホワイト）の４色を取り揃えております。
この度、ミルクホワイト色にφ65、125品をラインナップし、一層お使いいた
だきやすくなりました。
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ソケット
DS

90°Y
DT
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DT
○

NEW○
○

NEW○
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NEW○
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NEW○

①白菜を一口大の大きさに切って、お皿にのせ
　軽くラップをして５分程度電子レンジで加熱
　する。

①白菜を一口大の大きさに切って、お皿にのせ
　軽くラップをして５分程度電子レンジで加熱
　する。

②水分を良く切って
　塩コショウをする。
②水分を良く切って
　塩コショウをする。

①グラタン皿に白菜を入れ、人参、エビを
　のせてミートソースをかける。
①グラタン皿に白菜を入れ、人参、エビを
　のせてミートソースをかける。

②最後にチーズをのせてオーブン
　（トースター）で５分程度焼く。
②最後にチーズをのせてオーブン
　（トースター）で５分程度焼く。

白菜は加熱すると容量が

少なくなるので、多めに

白菜をご用意ください。

また、オーブンにかける

前にはしっかり水切りを。

レンジ＆オーブンをフル活用した
白菜とエビの冬グラタン

冬に美味しい白菜をたっぷり
ボリュームがあり、ヘルシー

2

①海老が殻付きのままお酒をふります。
　電子レンジで２分程度加熱してから
　殻をむく。

①海老が殻付きのままお酒をふります。
　電子レンジで２分程度加熱してから
　殻をむく。

②背わたを取って、
　塩コショウをする。
②背わたを取って、
　塩コショウをする。

白菜　１／４
人参　１／３本
バナベイエビ　12尾
ミートソース　市販品 （ 250g程度 ）
とろけるチーズ　適量

人参を乱切りにして沸騰した小鍋に入れて
火を通す。
人参を乱切りにして沸騰した小鍋に入れて
火を通す。

チーズに焦げ目をつけてチーズに焦げ目をつけて

みなさん、明けましておめでとうございます。
今回は、手軽で、野菜をたくさん取れる白菜を
ベースにしたグラタンです。
白菜がメインでもけっこうお腹がふくれる一
品です。

ミート
ソース

約5分

約2分

塩

酒
約5分

塩

冬はやっぱり、
こたつでみかんだよね。

私は、
お茶とおせんべい。

「 

い
ざ
と
い
う
と
き
、

日
本
手
ぬ
ぐ
い
が
活
躍 

」

火災のとき、（煙や灰を避けるため）
口元を覆って 
後頭部で結べば
マスクになるよ。

細かく裂いたものを、
本結びで繋げば
ロープにもなるよ。

へ～

2
本
を
ね
じ
り
あ
わ
せ
て

つ
な
ぐ
と
強
度
が
ア
ッ
プ
。

首に巻くだけでも
寒さをしのげて
冬には便利！

使
い
捨
て
カ
イ
ロ
な
ど
を

包
ん
で
巻
け
ば
、さ
ら
に
温
か
。

便
利
ね

旅行って、
どこへ行くのよ？ 旅行のときでも

１本入れときゃ、
便利で安心。

最近、
地震が多いのよね。

あら、いやだ。
また地震。

ガタ ガタ

生地が手で裂きやすいので、
ケガによる応急処置にも、
包帯として使える。
綿素材だから、かぶれにくく、
肌あたりが柔らかい。

な
る
ほ
ど 地震や火災のとき、

「日本手ぬぐい」が
役立って知ってるかい？

へ～、
日本手ぬぐいが。
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返信ハガキには、お送りしました封筒の宛名に記載されている整理No.をお書きください。お願い

個人情報保護について

同封のハガキ※をご返送ください。
クボタシーアイからのお願い

第174号の正解
答：A,C,E,G, I
多数のご応募ありがとうございました。
正解者多数のため、抽選により記念品をお届けしました。

※1つの区切りに2つ以上の違いはなく、印刷の汚れ
も数えません。

右の2枚のイラスト、よ～く見れば少し
違う。上段と下段のイラストを見くらべて、
5つの違いを発見してください。解答は、
添付の解答用ハガキのマス目にアルファ
ベットを記入してお送りください。

違いは
どこにある？

まちがい探し
クイズ

会津といえば磐梯山。磐梯町から桧原湖へと続
く磐梯山ゴールドライン（昔は有料道路で、今は
無料で走れる）は磐梯山の紅葉に、雄大な猪
苗代湖が見渡せる絶好のドライブコースです。
撮影ポイントが多すぎて、なかなか桧原湖に到着
しませんでした。

福島県・株式会社皆川測量
佐藤  英児さまの作品

東京都・ホーメイ商工株式会社
相木  直子さまの作品

佐賀県・伊万里市役所建設部下水道課
松本  愼市さまの作品

奈良県・五條市水道局
前  憲司さまの作品

※PAL編集部にお寄せいただいたハガキの文面やイラスト、写真などは、作者の同意なく、
本誌およびクボタシーアイホームページに掲載させていただくことがあります。また、ハガキ
はお返し致しませんので、予めご了承願います。

６
月
末
に
長
崎
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。大
浦

天
主
堂
で
そ
の
日
ち
ょ
う
ど
結
婚
式
が
あ
り
、

中
に
入
れ
ず
残
念
で
し
た
が
、に
っ
ぽ
ん
探

訪
で
ガ
イ
ド
よ
り
詳
し
い
説
明
を
読
む
こ
と

が
で
き
、ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。確
か
に
世
界
遺

産
候
補
だ
け
あ
り
、す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。当

町
に
も
良
い
所
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

■
世
界
遺
産
候
補
の
中
で
は
、大
浦
天
主

堂
は
比
較
的
、見
学
し
や
す
い
の
で
す
が
、

本
当
に
残
念
で
し
た
ね
。し
か
し
、そ
の
他
の

教
会
は
地
元
信
者
の
方
の
祈
り
の
場
で
あ
り
、

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
後
に
秩
序
が
保

た
れ
る
か
心
配
で

も
あ
り
ま
す
。

岐
阜
県
・
有
限
会

社
安
田
管
工

林

　夕
子
さ
ま

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水

の
備
蓄
は
大
変

我
が
家
で
は
、
災

害
用
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
２
L
×
６
本
の
水

を
備
蓄
し
て
い
ま

す
が
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
水
は
消
費
期
限

が
あ
り
、い
ざ
災
害
と
な
っ
た
場
合
に
安
心
し

て
飲
め
る
だ
ろ
う
か
と
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」は
常
に
新
し
い
水
を
18
L

も
備
蓄
で
き
る
と
知
り
、ぜ
ひ
設
置
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。東
海
地
方
の
巨
大
地
震
に
備

え
、周
囲
に
も
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
こ
ま
め
に
入
れ
替
え

る
の
は
面
倒
く
さ
い
で
す
よ
ね
。貯
め
て
る

ゾ
ー
は
天
井
裏
設
置
用
に
18
L
と
36
L
の
２

タ
イ
プ
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。さ
ら

に
リ
フ
ォ
ー
ム
時
な
ど
に
設
置
し
や
す
く
し

た
床
下
置
き
の
18
L
タ
イ
プ
も
発
売
を
開

始
し
ま
す
。

兵
庫
県
・
宝
塚
市
上
下
水
道
局
給
排
水
設
備
課

村
松

　茂
さ
ま

対
応
が
迫
ら
れ
る
宅
内
施
設
の

老
朽
化

水
質
に
関
す
る
苦
情
の
一つ
に
異
物
の
混
入

が
あ
り
ま
す
。た
い
て
い
は
、宅
内
施
設
の
老

朽
に
と
も
な
う
材
料
の
め
く
れ
、剥
が
れ
か

ら
く
る
も
の
で
す
。P
A
L
1
7
4
号
で
は

築
30
年
超
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
増
加
に
と
も
な
っ

て
増
え
る
給
排
水
管
工
事
の
更
生
工
事
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、大
い
に
参
考
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
管
材
も
シ
ス
テ
ム
も
年
々
進

化
し
、寿
命
や
性
能
が
改
善
さ

れ
て
い
ま
す
。将
来
的
に
は
、更

新
工
事
の
ス
パ
ン
も
も
っ
と
長
く

な
る
の
だ
と
思
う
の
で
す
が
、築

30
年
を
超
え
る
マ
ン
シ
ョ
ン
に
関

し
て
は
早
め
の
対
策
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。住
ま
い
も
人
の
体

と
同
じ
よ
う
に
長
持
ち
さ
せ
る

た
め
に
は
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

和
歌
山
県
・
日
高
川
町
上
下
水
道
課

川
口

　博
史
さ
ま

大
水
害
に
も
持
ち
こ
た
え
た

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

平
成
23
年
９
月
の
紀
伊
半
島
大
水
害
に
よ

り
多
く
の
道
路
が
流
出
し
ま
し
た
が
、水
道

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
φ
1
0
0
は

最
も
長
い
区
間
で
3
4
0
m
も
流
出
せ
ず

に
露
出
し
て
残
り
、も
ち
ろ
ん
再
利
用
で
き

ま
し
た
。

■
台
風
12
号
の
影
響
に
よ
る
豪
雨
で
70
名

以
上
の
犠
牲
者
を
出
し
た
大
災
害
で
す
ね
。

イ
ン
フ
ラ
の
被
害
も
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た

と
思
う
の
で
す
が
、そ
の
中
で
も
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
パ
イ
プ
が
流
出
せ
ず
に
持
ち
こ
た
え
た
と

は
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

長
野
県
・
千
曲
市
役
所
下
水
道
課

小
林

　千
春
さ
ま

新
庁
舎
で
災
害
用
ト
イ
レ
を
検
討

下
水
道
管
路
の
長
寿
命
化
や
災
害
ト
イ
レ

が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。千
曲
市
で
は
、平

成
30
年
に
新
庁
舎
建
設
を
予
定
し
て
い
ま

す
。災
害
用
ト
イ
レ
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て
い

ま
す
が
、各
メ
ー
カ
ー
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
…
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
近
年
、多
く
の
自
治
体
で
防
災
や
環
境
に

配
慮
し
た
新
庁
舎
の
建
て
替
え
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。防
災
目
的
で
多
い
の
が
、災
害
用
ト

イ
レ
シ
ス
テ
ム
の
設
置
で
す
。災
害
時
、庁
舎

は
防
災
拠
点
と
な
る
た
め
飲
料
水
や
ト
イ
レ

の
確
保
は
重
要
で
す
。

埼
玉
県
・
管
央
株
式
会
社

稲
澤

　敏
昭
さ
ま

日
本
五
大
仏
都
の
一つ「
会
津
」

に
っ
ぽ
ん
探
訪
で
是
非
、仏
都
、会
津
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。歴
史
的
な
見
ど
こ
ろ
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。会
津
は
日
本
五
大
仏
都
の一

つ
で
す
。（
奈
良
・
京
都
・
鎌
倉
・
平
泉
・
会
津
）

■
ご
紹
介
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。こ
れ
ま
で
多
く
の
名
所
、旧
跡
を
ご

紹
介
し
て
き
た
本
誌
も
意
外
と
会
津
が
抜

け
て
今
回
ご
紹
介
で
き
て
何
よ
り
で
す
。仰

る
よ
う
に
見
ど
こ
ろ
が
多
く
て
紹
介
し
き
れ

な
い
の
が
残
念
で
す
。

宮
城
県
・
株
式
会
社
福
田
組
東
北
支
店
設
備
部

土
屋

　隆
さ
ま

五
十
歳
か
ら
の
ゴ
ル
フ

御
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。毎
回
楽
し
み

に
し
て
お
り
、内
容
が
非
常
に
充
実
し
て
い

る
冊
子
だ
と
思
い
ま
す
。五
十
の
手
習
い
で

今
年
ゴ
ル
フ
を
始
め
ま
し
た
。ゴ
ル
フ
に
関
す

る
記
事
が
あ
る
と
非
常
に
う
れ
し
い
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
ゴ
ル
フ
は
健
康
に
も
良
く
、歳
を
取
っ
て

も
長
く
続
け
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
ね
。ゴ
ル

フ
に
関
す
る
気
の
利
い
た
記
事
が
作
れ
れ
ば

い
い
の
で
す
が
、紙
面
の
関
係
上
お
許
し
く

だ
さ
い
。

秋
田
県
・
ア
ン
ゼ
ン
設
備
株
式
会
社

畠
山

　禅
さ
ま

半
世
紀
以
上
の
キ
ャ
リ
ア

大
館
市
の
上
水
道
は
昭
和
４
年
か
ら
ク
ボ
タ

鉄
工
が
工
事
を
し
ま
し
た
。前
号
の
P
A
L

の
給
水
管
や
配
水
管
の
変
遷
は
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。私
は
昭
和
34
年
か
ら
こ
の

道
に
入
り
ま
し
た
が
、幾
多
の
現
場
作
業
で

失
敗
や
困
難
を
経
て
今
に
至
り
、昔
は
排
水

管
に
土
管
を
使
っ
た
こ
と
な
ど
、我
が
社
の

新
聞
に
発
表
し
て
お
り
ま
す
。

■
半
世
紀
以
上
に
わ
た
る
ご
苦
労
に
頭
が

下
が
る
思
い
で
す
。こ
れ
ま
で
の
管
材
や
工

法
の
進
歩
な
ど
を
実
際
に
見
て
こ
ら
れ
て
う

ら
や
ま
し
く
も
あ
り
ま
す
。

新
潟
県
・
上
村
建
設
工
業
株
式
会
社

島
田

　敬
子
さ
ま

大
浦
天
主
堂
を
訪
れ
る
も
…

ご注意：イラスト・写真は、マンガのキャラクターや自治体のマスコットなど著作権を侵害する恐れのあるものは掲載できませんのでご了承ください。
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いつもの通り弊社製品に関すること、ご意見、イラスト、写真などもどしどしお寄せください。

正解者の中から抽選で70名様に
記念品を進呈します。
解答のハガキのお名前は、楷書で
はっきりとお書きください。

プレゼントプレゼント
抽選で
70名様に
プレゼント

抽選で
70名様に
プレゼント

馬毛のためソフトで、
カシミヤなどにも安心。
細かなホコリも取り除きます。

8行コートブラシ

　いつもクボタシーアイ広報誌「PAL」をご愛読いただき、
ありがとうございます。
　さて、最近、お客さまの事業所・部署の統廃合や移転による
宛先違い、また、担当者さまのご異動による宛名不明等により、
未着となり返送されるケースが増加しております。
　本誌をお客さまのお手元に確実にお届けするため、送付
先情報についてあらためてご確認させていただきたく存じます。
お手数をお掛け致しますが、同封のハガキ裏面に必要事項をご記入いただき、ご返送賜り
たくお願い申し上げます。
※今回より個人情報の保護を目的に、返信ハガキの形式を変更させていただきました。

重　量：80グラム
サイズ：200mm×55mm
          ×45mm
木　部：ビーチ
毛　部：馬毛

切手を貼らずに平成28年3月31日までにご投函ください。

会社名（役所名）

部署名

業　種

所在地

〒

整理No. □□□-□□□□

氏　名

年齢性別：男　女

読者クイズ

175

本誌およびクボタシーアイ製品に対するご意見、ご要望、イラスト、
その他どんなことでも結構です。どしどしお寄せください。

正解者のなかから抽選
で70名様に記念品をプ
レゼント！

解 答 欄
（アルファベット記入）

パル

今後、メールによる情報配信を希望されない方は、右記にチェックしてください。

メールアドレス

希望しない

□官公庁　□商社　□コンサル・設計　　建設業　　設備業　□

　ディベロッパー　　ハウスメーカー　　工務店　□

　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

※整理No.は封筒の宛名の右下にある番号のことです。必ずご記入ください。

（PALに掲載させていただいた方には、記念品を進呈いたします）

お客さま情報記入欄

表面記載の個人情報利用についてご同意いただける場合、
□にチェックを入れてください。ご同意いただけない場合は、
本誌を含む弊社からのご案内はできませんのご了承ください。

同意する　
同意しない

A

H

B

E IF G

C D



お客さまよりお預かりした個人情報は、本誌の送付先管理や各種照会に対する回答、クイズ当選景品の発送等
の他、キャンペーンや新製品情報等を書面やメールマガジンにてお送りするのに利用させていただきます。また、
商品開発やサービス向上のため、個人を特定しない統計情報の形にして利用させていただきます。
なお、当該業務の委託に必要な範囲で委託先に提供する場合を除き、個人情報をお客様の承諾なく第三者に提供
することはいたしません。（法令等により開示を求められた場合を除く。）また、個人データの安全管理が図られ
るよう、当社従業員、委託先等に対する必要かつ適切な監督を行うとともに、印刷や送付等で個人データを第三
者との間で共同利用する場合は、当該第三者との間で契約や取決めを交わす等、法令上必要な措置を講じます。
※個人情報保護方針の詳細は、弊社ホームページ（http://www.kubota-ci.co.jp/privacy.html）に掲載しております。

●編集後記●

返信ハガキには、お送りしました封筒の宛名に記載されている整理No.をお書きください。お願い

個人情報保護について

同封のハガキ※をご返送ください。
クボタシーアイからのお願い

第174号の正解
答：A,C,E,G, I
多数のご応募ありがとうございました。
正解者多数のため、抽選により記念品をお届けしました。

※1つの区切りに2つ以上の違いはなく、印刷の汚れ
も数えません。

右の2枚のイラスト、よ～く見れば少し
違う。上段と下段のイラストを見くらべて、
5つの違いを発見してください。解答は、
添付の解答用ハガキのマス目にアルファ
ベットを記入してお送りください。

違いは
どこにある？

まちがい探し
クイズ

会津といえば磐梯山。磐梯町から桧原湖へと続
く磐梯山ゴールドライン（昔は有料道路で、今は
無料で走れる）は磐梯山の紅葉に、雄大な猪
苗代湖が見渡せる絶好のドライブコースです。
撮影ポイントが多すぎて、なかなか桧原湖に到着
しませんでした。

福島県・株式会社皆川測量
佐藤  英児さまの作品

東京都・ホーメイ商工株式会社
相木  直子さまの作品

佐賀県・伊万里市役所建設部下水道課
松本  愼市さまの作品

奈良県・五條市水道局
前  憲司さまの作品

※PAL編集部にお寄せいただいたハガキの文面やイラスト、写真などは、作者の同意なく、
本誌およびクボタシーアイホームページに掲載させていただくことがあります。また、ハガキ
はお返し致しませんので、予めご了承願います。

６
月
末
に
長
崎
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。大
浦

天
主
堂
で
そ
の
日
ち
ょ
う
ど
結
婚
式
が
あ
り
、

中
に
入
れ
ず
残
念
で
し
た
が
、に
っ
ぽ
ん
探

訪
で
ガ
イ
ド
よ
り
詳
し
い
説
明
を
読
む
こ
と

が
で
き
、ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。確
か
に
世
界
遺

産
候
補
だ
け
あ
り
、す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。当

町
に
も
良
い
所
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

■
世
界
遺
産
候
補
の
中
で
は
、大
浦
天
主

堂
は
比
較
的
、見
学
し
や
す
い
の
で
す
が
、

本
当
に
残
念
で
し
た
ね
。し
か
し
、そ
の
他
の

教
会
は
地
元
信
者
の
方
の
祈
り
の
場
で
あ
り
、

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
後
に
秩
序
が
保

た
れ
る
か
心
配
で

も
あ
り
ま
す
。

岐
阜
県
・
有
限
会

社
安
田
管
工

林

　夕
子
さ
ま

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水

の
備
蓄
は
大
変

我
が
家
で
は
、
災

害
用
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
２
L
×
６
本
の
水

を
備
蓄
し
て
い
ま

す
が
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
水
は
消
費
期
限

が
あ
り
、い
ざ
災
害
と
な
っ
た
場
合
に
安
心
し

て
飲
め
る
だ
ろ
う
か
と
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」は
常
に
新
し
い
水
を
18
L

も
備
蓄
で
き
る
と
知
り
、ぜ
ひ
設
置
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。東
海
地
方
の
巨
大
地
震
に
備

え
、周
囲
に
も
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
こ
ま
め
に
入
れ
替
え

る
の
は
面
倒
く
さ
い
で
す
よ
ね
。貯
め
て
る

ゾ
ー
は
天
井
裏
設
置
用
に
18
L
と
36
L
の
２

タ
イ
プ
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。さ
ら

に
リ
フ
ォ
ー
ム
時
な
ど
に
設
置
し
や
す
く
し

た
床
下
置
き
の
18
L
タ
イ
プ
も
発
売
を
開

始
し
ま
す
。

兵
庫
県
・
宝
塚
市
上
下
水
道
局
給
排
水
設
備
課

村
松

　茂
さ
ま

対
応
が
迫
ら
れ
る
宅
内
施
設
の

老
朽
化

水
質
に
関
す
る
苦
情
の
一つ
に
異
物
の
混
入

が
あ
り
ま
す
。た
い
て
い
は
、宅
内
施
設
の
老

朽
に
と
も
な
う
材
料
の
め
く
れ
、剥
が
れ
か

ら
く
る
も
の
で
す
。P
A
L
1
7
4
号
で
は

築
30
年
超
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
増
加
に
と
も
な
っ

て
増
え
る
給
排
水
管
工
事
の
更
生
工
事
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、大
い
に
参
考
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
管
材
も
シ
ス
テ
ム
も
年
々
進

化
し
、寿
命
や
性
能
が
改
善
さ

れ
て
い
ま
す
。将
来
的
に
は
、更

新
工
事
の
ス
パ
ン
も
も
っ
と
長
く

な
る
の
だ
と
思
う
の
で
す
が
、築

30
年
を
超
え
る
マ
ン
シ
ョ
ン
に
関

し
て
は
早
め
の
対
策
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。住
ま
い
も
人
の
体

と
同
じ
よ
う
に
長
持
ち
さ
せ
る

た
め
に
は
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

和
歌
山
県
・
日
高
川
町
上
下
水
道
課

川
口

　博
史
さ
ま

大
水
害
に
も
持
ち
こ
た
え
た

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

平
成
23
年
９
月
の
紀
伊
半
島
大
水
害
に
よ

り
多
く
の
道
路
が
流
出
し
ま
し
た
が
、水
道

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
φ
1
0
0
は

最
も
長
い
区
間
で
3
4
0
m
も
流
出
せ
ず

に
露
出
し
て
残
り
、も
ち
ろ
ん
再
利
用
で
き

ま
し
た
。

■
台
風
12
号
の
影
響
に
よ
る
豪
雨
で
70
名

以
上
の
犠
牲
者
を
出
し
た
大
災
害
で
す
ね
。

イ
ン
フ
ラ
の
被
害
も
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た

と
思
う
の
で
す
が
、そ
の
中
で
も
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
パ
イ
プ
が
流
出
せ
ず
に
持
ち
こ
た
え
た
と

は
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

長
野
県
・
千
曲
市
役
所
下
水
道
課

小
林

　千
春
さ
ま

新
庁
舎
で
災
害
用
ト
イ
レ
を
検
討

下
水
道
管
路
の
長
寿
命
化
や
災
害
ト
イ
レ

が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。千
曲
市
で
は
、平

成
30
年
に
新
庁
舎
建
設
を
予
定
し
て
い
ま

す
。災
害
用
ト
イ
レ
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て
い

ま
す
が
、各
メ
ー
カ
ー
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
…
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
近
年
、多
く
の
自
治
体
で
防
災
や
環
境
に

配
慮
し
た
新
庁
舎
の
建
て
替
え
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。防
災
目
的
で
多
い
の
が
、災
害
用
ト

イ
レ
シ
ス
テ
ム
の
設
置
で
す
。災
害
時
、庁
舎

は
防
災
拠
点
と
な
る
た
め
飲
料
水
や
ト
イ
レ

の
確
保
は
重
要
で
す
。

埼
玉
県
・
管
央
株
式
会
社

稲
澤

　敏
昭
さ
ま

日
本
五
大
仏
都
の
一つ「
会
津
」

に
っ
ぽ
ん
探
訪
で
是
非
、仏
都
、会
津
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。歴
史
的
な
見
ど
こ
ろ
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。会
津
は
日
本
五
大
仏
都
の一

つ
で
す
。（
奈
良
・
京
都
・
鎌
倉
・
平
泉
・
会
津
）

■
ご
紹
介
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。こ
れ
ま
で
多
く
の
名
所
、旧
跡
を
ご

紹
介
し
て
き
た
本
誌
も
意
外
と
会
津
が
抜

け
て
今
回
ご
紹
介
で
き
て
何
よ
り
で
す
。仰

る
よ
う
に
見
ど
こ
ろ
が
多
く
て
紹
介
し
き
れ

な
い
の
が
残
念
で
す
。

宮
城
県
・
株
式
会
社
福
田
組
東
北
支
店
設
備
部

土
屋

　隆
さ
ま

五
十
歳
か
ら
の
ゴ
ル
フ

御
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。毎
回
楽
し
み

に
し
て
お
り
、内
容
が
非
常
に
充
実
し
て
い

る
冊
子
だ
と
思
い
ま
す
。五
十
の
手
習
い
で

今
年
ゴ
ル
フ
を
始
め
ま
し
た
。ゴ
ル
フ
に
関
す

る
記
事
が
あ
る
と
非
常
に
う
れ
し
い
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
ゴ
ル
フ
は
健
康
に
も
良
く
、歳
を
取
っ
て

も
長
く
続
け
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
ね
。ゴ
ル

フ
に
関
す
る
気
の
利
い
た
記
事
が
作
れ
れ
ば

い
い
の
で
す
が
、紙
面
の
関
係
上
お
許
し
く

だ
さ
い
。

秋
田
県
・
ア
ン
ゼ
ン
設
備
株
式
会
社

畠
山

　禅
さ
ま

半
世
紀
以
上
の
キ
ャ
リ
ア

大
館
市
の
上
水
道
は
昭
和
４
年
か
ら
ク
ボ
タ

鉄
工
が
工
事
を
し
ま
し
た
。前
号
の
P
A
L

の
給
水
管
や
配
水
管
の
変
遷
は
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。私
は
昭
和
34
年
か
ら
こ
の

道
に
入
り
ま
し
た
が
、幾
多
の
現
場
作
業
で

失
敗
や
困
難
を
経
て
今
に
至
り
、昔
は
排
水

管
に
土
管
を
使
っ
た
こ
と
な
ど
、我
が
社
の

新
聞
に
発
表
し
て
お
り
ま
す
。

■
半
世
紀
以
上
に
わ
た
る
ご
苦
労
に
頭
が

下
が
る
思
い
で
す
。こ
れ
ま
で
の
管
材
や
工

法
の
進
歩
な
ど
を
実
際
に
見
て
こ
ら
れ
て
う

ら
や
ま
し
く
も
あ
り
ま
す
。

新
潟
県
・
上
村
建
設
工
業
株
式
会
社

島
田

　敬
子
さ
ま

大
浦
天
主
堂
を
訪
れ
る
も
…

ご注意：イラスト・写真は、マンガのキャラクターや自治体のマスコットなど著作権を侵害する恐れのあるものは掲載できませんのでご了承ください。
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いつもの通り弊社製品に関すること、ご意見、イラスト、写真などもどしどしお寄せください。

正解者の中から抽選で70名様に
記念品を進呈します。
解答のハガキのお名前は、楷書で
はっきりとお書きください。

プレゼントプレゼント
抽選で
70名様に
プレゼント

抽選で
70名様に
プレゼント

馬毛のためソフトで、
カシミヤなどにも安心。
細かなホコリも取り除きます。

8行コートブラシ

　いつもクボタシーアイ広報誌「PAL」をご愛読いただき、
ありがとうございます。
　さて、最近、お客さまの事業所・部署の統廃合や移転による
宛先違い、また、担当者さまのご異動による宛名不明等により、
未着となり返送されるケースが増加しております。
　本誌をお客さまのお手元に確実にお届けするため、送付
先情報についてあらためてご確認させていただきたく存じます。
お手数をお掛け致しますが、同封のハガキ裏面に必要事項をご記入いただき、ご返送賜り
たくお願い申し上げます。
※今回より個人情報の保護を目的に、返信ハガキの形式を変更させていただきました。

重　量：80グラム
サイズ：200mm×55mm
          ×45mm
木　部：ビーチ
毛　部：馬毛

切手を貼らずに平成28年3月31日までにご投函ください。

会社名（役所名）

部署名

業　種

所在地

〒

整理No. □□□-□□□□

氏　名

年齢性別：男　女

読者クイズ

175

本誌およびクボタシーアイ製品に対するご意見、ご要望、イラスト、
その他どんなことでも結構です。どしどしお寄せください。

正解者のなかから抽選
で70名様に記念品をプ
レゼント！

解 答 欄
（アルファベット記入）

パル

今後、メールによる情報配信を希望されない方は、右記にチェックしてください。

メールアドレス

希望しない

□官公庁　□商社　□コンサル・設計　　建設業　　設備業　□

　ディベロッパー　　ハウスメーカー　　工務店　□

　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

※整理No.は封筒の宛名の右下にある番号のことです。必ずご記入ください。

（PALに掲載させていただいた方には、記念品を進呈いたします）

お客さま情報記入欄

表面記載の個人情報利用についてご同意いただける場合、
□にチェックを入れてください。ご同意いただけない場合は、
本誌を含む弊社からのご案内はできませんのご了承ください。

同意する　
同意しない

A

H

B

E IF G

C D
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実直な職人気質が今なお息づく会津の城下町
（福島県会津若松市）

にっぽん探訪

■水道配水用ポリエチレンパイプφ250
　（北海道紋別市）
■ポリエチレンパイプ（奈良県興福寺）  

施工現場レポート

特集１
クボタシーアイの
水道配水用ポリエチレンパイプが
断層のズレに対応！
特集2
高密度ポリエチレン樹脂の特性を活かして
様々な圧力管路への用途を拡大する
ポリエチレンパイプ

出  荷

175
2016 新春号

パル

オールポリエチレンで耐食性、耐震性に優れた管路を構築！オールポリエチレンで耐食性、耐震性に優れた管路を構築！

印が加工部分

HPPE プレファブ配管システム

施工現場工場加工

● 管材の切断
● EF接合
● バット融着など

決められた管路組立を工場で行うことにより、現場での負担を軽減するとともに、安定した品質、工期短縮を実現します。

工場加工の
メリット

工場加工の
メリット

▶安定した品質
▶配管工数低減
▶工期短縮


